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序  
洋の東西を問わず，また時代を越えて，人々が真に集いあえる普遍的な場を  
設けることは可能であろうか。また，生命活動の一現象としての学問的研究，  
特に過去現在の文化に関わる人文科学全般を賦活化する上での，真の基礎を定  
めることは可能であろうか1。   
ビザンティン典礼は，東洋の西端部である束地中海域を故地とし，現在では  
ギリシア・スラブ圏で広く執り行われている。ユダヤ教の典礼を受け継ぐ初期  
キリスト教の典礼を母胎とし，現行のローマ典礼その他に比して，初代教会の  
神学や典礼の次第を理解する上で益するところが大きい。筆者は古典古代学と  
宗教性の関係を探るためにハンガリーを在外研究の場所として定め，当地でビ  
ザンティン典礼を経験した2。そこで実感しえたのは，初代教会の神学を受け  
継ぐこのビザンティン典礼こそ，西方の典礼よりも源流に遡って真に普遍的な  
救いの構造を蔵したものであるということであった。このようなビザンティン  
典礼学上の成果としては，このうち晩課と朝課についてすでに公にしたが3，  
本稿では典礼のなかで頂点に位置づけられる聖体礼儀の次第について翻刻を行  
い，このテキストに基づいて考察したいと考える。   
ビザンティン典礼に従う教会の典礼文として，一年を通じて用いられ最もよ  
く知られているものは，「聖ヨアンネス・クリュソストモス典礼」である。ギ  
リシア教父ヨアンネス・クリュソストモス（「金口のヨハネ」；344－407）は  
コンスタンティノポリスの総大司教であるが，奥礼文の字句が彼自身に遡るこ  
とはなく，おそらく9世紀頃に確立されたものと思われる。それに対し，年間  
計10回に限って行われる「聖バジル典礼」は，同じくギリシア敦父の大バシレ  
イオス（330－379；本稿では短く「バジル」と呼ぶ）に遡るものと考えられて  
いる。これら典礼の相互関係は「元来，聖使徒ヤコブが典礼を組み立てた。こ  
れに基づいて聖大バジルが記し，次いで金口の聖ヨハネが短縮した」と言われ   
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る4。したがって，クリエソストモス典礼文の中に金口の聖ヨハネ自身の筆致  
による部分を探しても見当たらないものと想定されるが，聖バジル典礼のうち  
に聖大バジル自身の言葉を求めることには妥当性がある。もっとも，クリュソ  
ストモス典礼もバジル典礼も，会衆側からすれば外見的にはほとんど差がなく，  
またバジル典礼では長大な奉献文をはじめ司祭の黙唱部がかなり長いという点  
が特徴的ではあるものの，霊性の上で両者は同質であると言える。このような  
理由から，本稿では聖バジル典礼を基本テキストとして措定するが，これはそ  
の歴史性を重視するがゆえに他ならない。バジル典礼は，バジルその人が古代  
修道制の父とされ，また聖バジル修道会は現在，実質的に東方典礼唯一の修道  
会であるために，修道制の研究にも視界を拓き5，また歴史性が確保されるこ  
とで，実弟であるニュツサのグレゴリオス（335－394）の研究などにも寄与す  
るだろう6。   
バジル典礼が行われる年間の計10回とは，降誕祭前晩，主の公現前晩，受難  
節中の5度の日曜日，聖週間中の聖木曜日と聖土曜日の晩，それに1月1日聖  
バジルの祝日である7。このうち降誕祭，公現祭，聖木曜日，聖土曜日の晩に  
おこなわれる典礼は，いずれも前半部に当日の晩課が置かれ，これに連結する  
形で後半部に聖バジル典礼が接続されるものである。したがって目頭より完全  
にバジル典礼で聖体礼儀が行われるのは，1月1日と四旬節中の5度の主目の  
みである。本稿では「奉献礼儀」に始まる「聖体礼儀」の全容を提示する目的  
をも併せ鑑みることから，1月1日の場合をサンプルとして取り上げる。ちな  
みに，筆者がこの聖バジル典礼に与ったのは2006年の元旦，ニーレジハーザの  
司教座聖堂にてであったが，この2006年1月1日は日曜日であった。しかし通  
常の日曜日に行われるクリエソストモス典礼ではなく，この日には聖人の記念  
が優先してバジル典礼が執り行われるのである。   
本稿はこの「序」に続き，第1章と第2章より成る。第1章ではバジルに由  
来する「聖バジル典礼」の典文を翻刻する8。ビザンティン典礼の聖体礼儀は  
第一部「奉献礼儀」第二部「求道者礼儀」第三部「信徒礼儀」の三部より成る。  
聖体礼儀を構成する3つの部分は，それぞれ象徴的に「キリストの公生活」「宣  
教の時期」「受難。死。復活。昇天」を表現する。また理念的には，各々人間  
の「日常（時間）」「言葉」「生命」を聖化する働きを持ち，究極的にキリスト  
による復活，すなわち死への勝利を寿ぐ構造になっている。「求道者」とは非  
信徒の意味であり，第二部は，彼らを含めた全人類に「御言葉」としての福音  
が告げられたことを記念する。以前はこの第二部から「神秘の宴」を伝える第   
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三部に移行する際に，非信徒に退出が求められた。現在ではそのようなことは  
なく，また典文中に見られるその指示も読まれることはないが，全体の構造は  
旧来のまま継承されているため，本稿ではこのような部分についても忠実に起  
こすものとする。そして「使徒信条」（「信仰宣言」に相当）は，第三部「信者  
礼儀」において唱和される。この点はローマ典礼が，第一部を「ことばの祭儀」，  
第二部を「感謝の典礼」としてビザンティン典礼と共有する面を有しながらも，  
使徒信条が「ことば」のレベルで捉えられて前半に収められ，その末部で唱和  
されるのと異なる理解に立つものだと言える9。   
一方本稿第2章では，この聖バジル典礼のアナフォラ部を出発点として，こ  
の典文に含まれている聖体をめぐる神学を，終末論との関連で考察する。これ  
らの問題は，同典文における「第1部 奉献礼儀」にも連動するため，これを  
あわせ考察する。そしてこの「聖バジル典礼」が，特に新約聖書における「最  
後の晩餐」や「聖霊降臨」の記事，あるいは聖体論全般をどのような形で総括。  
止揚し，典礼文として結晶させているのかを検証する。   
以下テキストとしては，アナフォラ部に関してギリシア語原文とハンガリー  
語訳を併載したエ加増よ如托ニAg∂r密βZer如才d吉元ゐαわgよゐ㍑ざ喝γんdzβZe花才ゐ  
壷肌用加堵均α，Nyiregybaza1723几920を用いる。そして「第1部 奉献礼  
儀」については同書100－108頁を，第2部「求道者礼儀」および第3部「信徒  
礼儀」については同書217－272頁を底本とする。全体にわたり，ブライトマン  
によるギリシア語テキスト（RE．Brightman，エ加曙よeβ厨αβねr花α托dV抱ざねr7ち  
uog．ヱ，厨αgfer花工血曙如0Ⅹ伽d1896，309－344；400－411）を随時参照する。  
もっとも本稿では一貫して，典礼とは「古典古代以来の伝承の，生きた形での  
現代における継承」であると認識する。したがって，最終的には現行の典礼式  
次第を考慮し，ハンガリー語テキストを重んずるという立場を貫く。これは，  
文献学も霊性に裏づけられてこそ意味を持つ，との見解を反映した姿勢である。   
クリエソストモス典礼をめぐっては，ローマから1950年に出版された規範版  
ギリシア語テキスト，クハレクによる詳細な一巻本の注解書（C．Kucharek，  
耶乙e砂zα托才よ托e－ぶ加且加増γOf凱ゐゐ托CゐⅣざ0扉Om，1971），タフトによる  
分冊形式による未完の数巻本注解書（R．Ta氏，Aガよβわりげ£ゐe且加増ツ0′駄  
ゐゐ托C九町β0βわm，UOg．〃耶1e Greα古都かα托Cら1978；UOg・gV耶1eヱ〉毎秒C九ろ  
1991；UOg．Ⅴ耶1eCo7乃m㍑托わ花月如ち2000），イヴァンチョ一による典礼総説  
書（Ivancs6Istv畠n，G∂噛katolikusszertartdstan，Nyiregyhaza2000），キ  
シェフアルシによる簡便なもの（KisfalsiJanos，ゐmerd m喀Ard7研ぎZ卸元   
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βze花子仁砧花0β且血曙痺dちⅥsz161999）などがあり，本稿ではバジル典礼との  
共通部等に関して適宜これらを参照し，また且加樗よゐ㍑β 且eズ該0托（鴨rb細雨  
Is七vam（szerk．），Budapesも2001，ktil．192。0．）をも考慮した。  
第瑠章 聖バジル典礼による聖体礼儀の構造   
1．「奉献礼儀」   
この第1部は，あ。聖堂への入堂 い。着衣 う。奉納物の準備 え．奉献  
に分かれる．詳細としては1）イコノスタシスの前での祈り 2）奉献のため  
の着衣 3）洗手 4）小羊の準備 5）ぶどう酒と水の注ぎ 6）聖母の記  
憶 7）勝利する教会の記憶 8）闘い苦しむ教会の記憶 9）香振り10）  
奉献物の覆い に分けることができる。  
あ。聖堂への入堂  
1）イコノスタシスの前での祈り  
頑祭徒碧をる奉禅克を顔ク行う贋〆ご紘 ←空曹〆ニスタカ警の屏〆ご立ち，三好花を  
乙て‾靡か／ご祈る  
「われらの神は永遠に祝せられる，今もいつも世々とこしえに。アーメン。天  
の王，慰め主，真理の霊，すべてに遍在し万物を満たす方，あらゆる善の泉，  
生命の与え主，来たりてわれらのうちに住みたまえ。われらをあらゆる穣れか  
ら清めたまえ。善き方よ，われらの霊を救いたまえ」。「聖なる神，聖なる力，  
聖なる不死なる者よ，われらを憐れみたまえ（×3）。栄光は父と子と聖霊に，  
今もいつも世々とこしえに。アーメン。聖三位一体よ，われらを憐れみたまえ。  
われらの主よ，われらを罪から浄めたまえ。創造主よ，われらの罪を赦したま  
え。聖なる者よ，われらを顧み，あなたの名によってわれらの病を癒したまえ。  
主よ，憐れみたまえ（×3）」。「栄光は父と子と聖霊に。今もいつも世々とこ  
しえに。アーメン」「主の祈り（マタイ六9－13）：天におられるわれらの父よ，  
あなたの名が聖とされんことを。御国の来たらんことを。御旨の天に行わるご  
とく，地にも行われんことを。われらの日ごとの糧を，きょう与えたまえ。わ  
れら人を赦したるがごとく，われらの罪を赦したまえ，われらを試みに引きた  
まうことなかれ。われらを悪より救いたまえ」。「国と力と栄光は，父と子と聖  
霊よ，あなたのもの，今もいつも世々とこしえに。アーメン」。  
その磨こラガべる   
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「主よわれらを憐れみたまえ。われらを憐れみたまえ。われらの言葉はわれら  
の赦しには届かず，この嘆願を，われらあなたの罪深きしもべは，治め主なる  
あなたに捧げる。われらを憐れみたまえ。栄光は父と子と聖霊に。主よわれら  
を憐れみたまえ。われらはあなたを信頼する。われらに怒りたもうな，またわ  
れらの罪を想い起こしたもうな。むしろ今も，恵み深き方としてわれらを見そ  
なわしたまえ。われらを敵より救いたまえ。あなたはわれらの神，われらはあ  
なたの民，皆あなたの御手の業，われらはあなたの名を助けに呼び求める。今  
もいつも世々とこしえに。アーメン。祝された神の母なるおとめよ，憐れみの  
扉をわれらに開きたまえ。われら，あなたに希望を置く者が，道に迷わぬよう  
に。むしろあなたによりわれらが災いから解放されるように。あなたはキリス  
トを信ずる者の救いなれば」。  
腰■い呈のイコンに斥力）い，  
「善き方よ，あなたの聖なるイコンの前にわれらは膝を屈める，われらの罪へ  
の赦しを求めて。われらの神なるキリストよ。あなたは，創られた着たちを敵  
の姪措から解放するため，自ら肉をもって十字架に昇ることを受諾された。わ  
れらはあなたに向かって感謝のうちにこう叫ぶ。＜われらの救い主よ，世を救  
うために来たりて，すべての者を喜びで満たしたまえ＞と」。  
禅の犀のイコン〆ご局カ｝い，  
「憐れみの泉なる神の母よ，われらをあなたの恵みに適うものとなさせたまえ。  
あなたの罪深き民を顧みたまえ。いつものごとく，あなたの力を顕わしたまえ。  
われらはあなたに信頼し，こう叫ぶ，＜祝された方よ！＞。かつて天使たちの  
長，ガーボルが叫んだように」。  
虜を重力r  
「主よ，あなたの聖なる住まいなるいと高きところより，あなたの手を遣わし  
たまえ。わたしを力づけて，この務めに適うものとさせたまえ。裁きを受ける  
ことなく，あなたの畏るべき祭壇の前に立ち，血を流さぬこの奉献を執り行う  
ことができるように。力は世々とこしえにあなたのもの，アーメン」。  
至変節〆ニスるとき  
「神よ，わたしを罪から浄め，憐れみたまえ」。  
い．着衣  
2）奉献のための着衣  
空着での康勝〆ご者詳ズ虐める靡〆ご   
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「われらの神は永遠に祝せられんことを，今もいつも世々とこしえに。アーメ  
ン」。  
アさク′。ノ房有を〝けつつ10  
「わたしは，打とうとする者にわが体を，髭を抜こうとする者に頬を差し出し  
た。わたしを罵りわたしに唾を浴びせようとする者らから顔を背けなかった」  
（イザヤ50。6）。  
ステイハリオン・虜白衣‘を好Jケつつ  
「わが霊よ，わが神にあって喜べ。主は救いの衣をわたしに着せ，真理の衣で  
わたしを包んだ。冠で花婿を飾り，花嫁をベールで装うかのように」（イザヤ  
61。10）。  
屏産を巻きつつ  
「神は祝せられる，神はわたしに力を帯びさせ，わが道を答めなきものとし，  
わが両足を魔の脚のようにし，私を高きところに立たせる」（詩篇17．33－34）。  
エビ′夕子リオン。ス′ラを冴Lタ 冴珍Lr身に〝げ凌がら  
「神は祝せられる。神は恩寵を自らの祭司に注いだ。頭に抽を，その抽は髭に  
滴り，アーロンの髭に滴り，さらにその衣の縁にまで滴り落ちる」（詩篇132。2）。  
右‘の彪産を身に好けをがら  
「主よ，あなたの右の手は力を帯びて高く挙がる。主よ，あなたの右の手は敵  
を打ち破る」（出エジプト15。6）。  
屋▲の彪好を身〆ご好／ナつつ  
「あなたの手はわたしを創り，わたしを立てた。あなたの教えを学べるように，  
わたしに知性を与えたまえ」（詩篇118。73）。  
慶彦にフェロニオンをガ）ぶクをがら  
「あなたの祭司たちは真理のために装い，あなたの聖なる者たちは喜べ，永遠  
に，今もいつも世々とこしえに。アーメン」（詩篇131．9）。  
その彦甜倉に磨き  
「神よ，罪人なるわたしに憐れみ深くあらせたまえ」。  
3）洗草  
子を虎いつつ  
「わたしはわが手を潔さで洗う。そして主よ，あなたの祭壇を身にまとう。誉  
れの言葉に耳を傾け，すべての奇跡を語るために。主よ，わたしはあなたの家  
の麗しさ，あなたの栄光の住まいを愛する。神よ，わが霊を，神を知らぬ者ど  
もに委ねたもうな。わが生命を，血に渇く若者ら，その手に悪を携え，その右   
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の手が贈賄に満ちる者どもに渡したもうな。わたしは潔さのうちに歩む。わた  
しを救い，わたしを憐れみたまえ。わが脚はよろめくことなく立ち，主よ，わ  
たしは集いの場であなたを祝す」（詩篇25。6－12）。  
＿撃方を腰元つつ  
「あなたは自らの貴い血で律法の呪いからわれらを購われた。十字架に釘付け  
にされ槍で貫かれて，人類のために不死性を注がれた。われらの救い主よ，あ  
なたに栄光」。  
う．奉納物の準備   
－1，2，3，4，5番目の聖パンから，それぞれ「小羊」という立方体の  
小片，神の母を記憶する小片，諸聖人を記憶する9個の小片，生者を記憶する  
小片，死者を記憶する小片を切り取る－  
4）小羊の準備  
βら〆ごナ字を紗クつつ  
「われらの神は永遠に祝せられる，今もいつも世々とこしえに。アーメン」  
左■ヂに蜜パン「プロスフォラノ を原ク，右手〆ご胤をあっこ その倉㌣碧／ア  
ンの表面に三度ナ字の伊を乙，その方のごこぅ述べる  
「われらの主，われらの神にしてわれらの救い主，イエス。キリストの記憶の  
ため」  
」碧ノアンの矛に好ざカカナ字の磨伊「JCgCAけ屁Aノ の石膠を倉で紗クガげを  
メゞら  
「彼は小羊のごとくに屠り場に引かれてゆく」（イザヤ53。7－8）。  
次いで右膠を  
「彼は答なき小羊のごとくに，屠る者の前で物も言わず，口も開かない」  
邸の上f軟伊を  
「彼は卑しめられ，正しき裁きも拒まれる」  
伊のア1穿分を  
「彼の子孫について誰が語りえよう」  
底面を財ク分げつつ  
「彼の生命は地上から取り去られる」（使徒行録8．32－33）。  
矛盾のナ字の腰研ガミ好〆ごをるようデイスブス〔碧錐盆ノ／ご炭坑 矛膠をナ字〆ご  
好クつつ  
「世の罪を除く神の小芋は，世の生命と救いのため，生贅とされる」（ヨハネ   
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1。29）。  
犀凄普パンの売蕗を彦L，ナ字努の石二上威 すをカちJC gC A首尾Aの腰伊  
のうちJCの威かにひと穿きLγ11  
「兵士の一人が槍で彼のわき腹を開いた」。  
5）ぶどう酒と水の注ぎ  
ぶどぅ磨‘を冴窟L」努軒〆ご蕗ぎつつ  
「すると直ちにそこから，血と」  
水を裾窟乙部〆ご蕗ぎつつ  
「水が流れ出た。これを見た者がこのことを証ししており，その証しは真実で  
ある」（ヨハネ19。34－35）。  
6）聖母の記憶  
曹パンガ】ら一j野を好クガ〆美 空夢の上記倉の力め〆ご  
「われらのいとも祝されし王妃，神の母，常世に処女なるマリアの崇敬と記念  
のために，彼女のとりなしによりて，われらの主よ，この奉納を天の聖なるあ  
なたの祭壇に受け入れたまえ」。  
この一片を曹好きカそ〝羊ノの肴1財〆ご置き，こう述べる  
「王妃はあなたの右側に，金の衣をまとい，多色の宝石を身に付けて立つ」（詩  
篇44．10）。  
7）勝利する教会の記憶  
留倉ざカそ小芋のィ右膠〆ごカつの部分を一つずつ，＜身のようを一題の祈ク〆ごあゎ  
せ丁置きをがら  
「尊く生命を与える十字架の力によりて」  
「崇敬にかなう，無形の天の諸力に」  
「浄らかにして誉れある預言者，先駆者にして洗礼者ヨハネに」  
「聖にして名高く，あらゆる栄誉にかなうベトロとパウロ，その他の聖なる使  
徒たちに」  
「聖なるわれらの師父たち，全教会の偉大なる師たちと司教たちに：大バジル，  
神学者グレゴリオス，金口のヨハネ，アタナシオスとキュリロス，ミュラの大  
司教ニコラオス，すべての聖なる司教たちに」  
「聖なるステファノス，使徒にして最初の殉教者，首助祭，ゲオルギオス，デ  
メテル，テオドロス大殉教者，そしてすべての聖なる殉教者に」  
「聖なる生涯を送り，神の息吹を受けたわれらの師父たち：アントニオス，エ  
ウティミオス，サバスそしてオヌフリオス，さらにすべての聖なる生涯を送り   
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し父母に」  
「聖なる奉仕の医師たち：コズマスとダミアノス，キルスとヨハネ，パンタレ  
イモンとヘルモラオス，及びすべての聖なる奉仕医に」  
「聖にして真なる父祖たち：ヨアキムとアンナ，聖～（当日の聖人），そして  
すべての聖人たちに。彼らの祈りを通して神がわれらを顧みたもうように」  
＄）闘い苦しむ教会の記憶  
今度ば登げる者そちのそめ／ご好クガげそ部分を産ぐ  
「聖性に満つ教皇～のために」  
「真なる信もつわれらの使徒なる王～のために」  
「神を愛するわれらの司教～のために」  
「主なるイエス。キリストよ，この奉献を受け入れたまえ，あなたの僕～の罪  
の赦しのために」  
ガせぷ者カちの力め〆ご紗クガげカj部分を置きをがろ，最近亡ぐをっそ教皇＿真  
顔区緻ちを居い超こL  
「主よ，亡くなったあなたの僕～の霊を記憶に留めたまえ」  
「亡くなったあなたの僕の幸いなる記憶とその罪の赦しのために」  
慶炭〆ご  
「人を愛する主よ，復活と永遠の生命，そしてあなたとの一致の希望のうちに  
亡くなった，すべての真なる信もつわれらの父祖と兄弟たちを記憶に留めたま  
え」  
一番石野〆ごβらβ身の力め仁財ク分げそ部分を置き  
「主よ，あなたの大いなる憐れみによりて，この務めに適わぬわたくしを記憶  
に留めたまえ。そして意図してのあるいは意図せざるわがすべての過ちを赦し  
たまえ」  
9）香振り  
香を秀炉〆ニスカ  
「神なるキリスト，われらはあなたに，知の善き芳香として香を献ずる。これ  
を天なるあなたの祭壇に受け入れ，代わりとしてわれらにあなたの聖なる霊の  
恵みを遣わしたまえ」  
チップグ倭り をデ√スユスにかぶせ  
「すると星が先立って進み，ついに幼子の場所の上に留まった」（マタイ2。9）。   
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え．奉献  
10）奉献物の覆い  
小者い－ご碧杯を穿いをがら  
「主は王，宝石の衣に身を包む。主は力を帯び，自らを守る。彼は大地の回転  
を確かなものとし，それは揺るがない。始めよりあなたの玉座は礎を保ち，あ  
なたは永遠の存在。主よ，河は高まり，河は高く言葉を発する。河は波しぶき  
を上げる。水はうねりを成し，海は恐るべき渦となろうとも，主はいと高きと  
ころにあってさらに畏るべき方。あなたの証しは真に信ずべきもの，主よ，聖  
性はあなたの家にこそ相応しい，世々とこしえに」（詩篇92）。  
曹杯にデイスブスを轟紆勝と感ど占あゎゼ1中穿いで屠■いをがら  
「キリストよ，あなたの栄光は天を覆い，地はあなたへの讃美に満ちている」  
（ハバクク3。3）。  
克彦いをメ）ぶせをがら  
「われらをあなたの翼の陰で守り，われらからすべての敵と抗する者を払いた  
まえ。われらの主よ，平安なる生命をわれらに与えたまえ。われらを憐れみ，  
われらの霊を照らし，救いたまえ。善き方にして人を愛する方なれば」  
香炉を原ク，奉細微〆ご香を粛クをがら  
「われらの神は祝される。その喜びはいまここに満つ。永遠の昔より，今もい  
つも世々とこしえに。アーメン」。  
その彦  
「奉献した浄き奉納物のために，主に祈ろう」（応唱：「主よ憐れみたまえ」）  
祈ク．■  
「神よ，われらの神よ。あなたは天のパン，われらの主にして神なるイエス。  
キリスト，購い主にして恵みの主を送られた。全世界を育み，われらを祝し聖  
化するために。われらの主よ，どうかあなたの御前に置かれたこの捧げ物を自  
ら祝福し，天の祭壇に受け取りたまえ。善き方にして人を愛する方なれば，こ  
の捧げ物を奉献しまた持ち来たった者たちを記憶に留めたまえ。そしてわれら  
を守り，裁きを受けることなくあなたの神秘のためなる聖なる務めを果たさせ  
たまえ。  
あなたのいとも敬愛すべき高き名は，聖にして誉れあるもの，父と子と聖霊よ，  
今もいつも世々とこしえに。アーメン」。  
その炭  
「あなたに栄光あれ，われらの神なるキリスト，われらの希望よ，あなたに栄   
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光あれ」。  
広‘留．●  
「栄光は父と子と聖霊に。今もいつも世々とこしえに。アーメン。主よ憐れみ  
たまえ（×3）。主よ祝福を与えたまえ」。  
ノ好奇「その冴β■β〆ご題づあのノ ∴主β〆ごば  
「死者たちの中から復活したキリスト，真なるわれらの神よ，いとも聖なる母，  
聖にして栄光に満ちすべてを越えて誉れある使徒たち，聖なる大バジル，カッ  
パドキアのカエサリアの司教，聖にして神の息吹を受けたわれらの師父たち，  
そしてすべての聖人のとりなしを通じて，善意に満ち人を愛する方として，わ  
れらを憐れみ救いたまえ」。  
遇「〟／ごば  
「われらの真なる神キリストよ…」  
冴β／ごばそカぞ弟に居必らカそノ好奇を用いる。  
黍財％と若者／ご香を粛クをがら  
「墓にあっては肉を取り，黄泉においては神として霊となり，楽園では罪人と  
ともに，玉座にあっては父と聖霊とともに，キリストよ，あなたはすべてを満  
たしつつ，束縛を脱してその様を変えられる」  
2。「求道者礼儀」  
←夏空廟妻）らβをがら＿碧イブンと空費全勝に香を粛ク，そのノ野〆ご霹農犯窟を屠ズ  
石し、  
頑穿と彪穿ば奈屠の屏／ご避弟劇乙男顔の．酌－をごめr揮記する。尋祭ばナ字  
を財クつつ，靡ガ】〆ご祈る  
「われらの神は永遠に祝せられんことを，今もいつも世々とこしえに。アーメ  
ン」。  
「天の王，慰め主，真理の霊，すべてに遍在し万物を満たす方，あらゆる善の  
泉，生命の与え主，来たりてわれらのうちに住みたまえ。われらをあらゆる積  
れから清めたまえ。書き方よ，われらの霊を救いたまえ」。  
尋祭ば改めγ労資ととあ〆ごナ字を紗ク，こう述べる  
「栄光はいと高きところにいます神にあれ，地には平和，人々には書き思いの  
あらんことを」（×2）。  
「主よ，わが唇を開きたまえ。わが口はあなたの栄誉を語り告げよう」（詩篇50。  
17）。   
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頑穿と彪祭ば奈蓼とナ字努〆ご屠珍する。その彦彪努ば靡ガ）／ご頑祭に告げ憲  
「見よ，われらは主に仕える。主よ祝福を与えたまえ」。  
司祭「われらの神が永遠に祝せられんことを，今もいつも世々とこしえに。アー  
メン」。  
助祭「主よ，わがために祈りたまえ」  
司祭「主があなたの歩みを導きたもうように」  
助祭「主よ，わたしを記憶に留めたまえ」  
司祭「主なる神があなたを，御国において記憶に留めたもうように。永遠に，  
今もいつも世々とこしえに」。  
助祭「アーメン」  
ついで助祭／ま夏空屏よク必－こ j訊かに述べる  
「主よ，わが唇を開きたまえ。わが口はあなたの栄誉を語り告げよう」（詩篇  
50。17）。  
イブノスタンスの中央←五甲の屏／ご＿才ち，j牢記Lて声を挙げ 訝ブ  
「主よ，祝福を与えたまえ」  
一以降，会衆とともに執り行われる部分となる一  
頑祭ば膚著者を唐手窄蓼げ挙〆ズ そカアナ字を財ク，声を挙げr靡いつつ．述べ  
名  
「父と子と聖霊の王国は祝せられる，今もいつも世々とこしえに」  
信徒「アーメン」。  
頑穿あLrば助祭ば「尤遭岸ノを冴え  
「大連祷」：司祭「平安のうちに主に願おう」 信徒「主よ，憐れみたまえ」  
（以下司祭の各導旬に続ける） 「天の平和，われらの霊の救いのために主に  
願おう」 「全世界の平和，神の聖なる教会の栄え，われらすべての者の一致  
のために主に願おう」 「この聖なる家のため，また信と熱意と神への畏れを  
もってここに集い来る著すべてのために，主に願おう」 「われらの聖にして  
普遍なる牧者の長，～教皇のため，神を愛するわれらの～司教のため，浄らか  
なる司祭職にある者のため，全教会と民のために主に願おう」 「この町のた  
め，すべての町，共同体，地域，そこに住む信徒たちのために主に願おう」  
「気候の恵みある温順，大地の作物のあふれる実り，平和な日々のため，主に  
願おう」 「航行する者，旅路にある者，病める者，疲れたる者，飢える者た  
ちのため，またこれらの者の解放のため，主に願おう」 「主がわれらをあら   
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ゆる心労，怒り，危険，欠乏から救って下さるよう，主に願おう」 「神よ，  
あなたの憐れみによって，われらを守り，救い，憐れみ，強めたまえ」 「い  
とも聖にして浄らか，いとも祝せられし栄えあるわれらの王妃，神の母にして  
常に処女なるマリアを，すべての聖人とともに思い起こしつつ，われら自身と  
お互いを，そしてわれらの生命すべてを，われらの神なるキリストに献げよう」   
信徒「主よ，あなたに」  
司祭「あらゆる栄光，敬愛，崇拝は，父と子と聖霊よ，あなたにこそふさわし  
い。今もいつも世々とこしえに」 信徒「アーメン」。  
頑資媚メ）に夢ノアンデイブオンの好クを屠点る  
司祭黙祷：「われらの主，われらの神よ，あなたの力は比べようもなく，その  
栄光は捉えがたい。あなたの恵みは計りがたく，人への愛は語り尽せない。わ  
れらの主よ，あなたの慈しみによりてわれらを顧み，この幕屋をみそなわして，  
われらの上と，われらとともに願う者たちの上に，あなたのあふれる恵みと憐  
れみを注ぎたまえ」。  
1）「すべての大地よ，主に向かって喜べ！その名に讃美を語れ。その誉れ  
を栄光とせよ」（詩篇第65編目頭）12  
「神の母の祈りを通して，救い主よ，われらを救いたまえ」  
「あなたがたはすべての民の間で，主のくすしき業を告げよ」。  
「神の母の祈りを通して，救い主よ，われらを救いたまえ」  
「あなたがたは神に語れ。＜主よ，あなたの業は何と恐るべきことか！あな  
たの力の偉大さゆえに，あなたの敵はあなたにひれ伏す＞」。  
「神の母の祈りを通して，救い主よ，われらを救いたまえ」  
「栄光は父と子と聖霊に。今もいつも世々とこしえに。アーメン」。  
「神の母の祈りを通して，救い主よ，われらを救いたまえ」  
尋穿あLぐば彪穿ば産ぐイ、膚夢を屠ズる  
「／ト連祷」：司祭「繰り返して平安のうちに主に願おう」 信徒「主よ，憐れ  
みたまえ」（以下司祭の各導句に続ける） 司祭「神よ，あなたの憐れみによ  
って，われらを守り，救い，憐れみ，強めたまえ」「いとも聖にして浄らか，  
いとも祝せられし栄えあるわれらの王妃，神の母にして常に処女なるマリアを，  
すべての聖人とともに思い起こしつつ，われら自身とお互いを，そしてわれら  
の生命すべてを，われらの神なるキリストに献げよう」 信徒「主よ，あなた   
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に」  
司祭「権威，国，力そして栄光はあなたのもの，父と子と聖霊よ，今もいつも  
世々とこしえに」 信徒「アーメン」。  
頑穿ば靡カーに夢グアノティフォンの祈クを屠jる  
司祭黙祷：「われらの主，われらの神よ，あなたの民を救い，あなたの嗣業を  
祝福したまえ。あなたの教会の完全さを守りたまえ。あなたの家の麗しさを愛  
する者たちを聖化したまえ。どうか彼らに神の力で誉れを帰し，あなたにより  
頼むわれらを見捨てたもうな」。  
2）「諸々の天は喜べ，大地は歓喜せよ。海とそこに満ちるものは動き出すが  
よい」  
「神の子よ，われらを救いたまえ。あなたは肉において割礼を受けた方，われ  
らはあなたに歌う，アレルヤ，アレルヤ，アレルヤ」（注：これは1月1日「主  
の割礼の記念日」に固有の旬である）  
「あなた方は主に歌え。その名をほめたたえよ。主による解放を，民から民へ  
と告げ知らせよ」  
「神の子よ，われらを救いたまえ。あなたは肉において割礼を受けた方，われ  
らはあなたに歌う，アレルヤ，アレルヤ，アレルヤ」  
務餅が訝づうち仁，尋祭才彪奈せば靡妙にβらにナ字を財ク，次の冴クを膚ズ  
る。頑穿ば冴クのノ乾 廊衛を忍Jゲ憲  
「栄光は父と子と聖霊に。今もいつも世々とこしえに。アーメン」。  
「神のひとり子にしてその御言葉，あなたは不死，われらの救いのため，聖な  
る神の母。とこしえに処女なるマリアより肉を受けることを肯われた。あなた  
は変わることなく人となり，十字架に架けられた，われらの神キリスト。あな  
たは死をもって死に打ち勝った，聖なる三位一体の一位，父と聖霊とともに讃  
えられるべき方。われらを救いたまえ」。  
尋祭あLぐば助祭ば産ぐ小虜衛を膚ズる  
「／ト連棒」：司祭「繰り返して平安のうちに主に願おう」 信徒「主よ，憐れ  
みたまえ」（以下司祭の各導句に続ける） 司祭「神よ，あなたの憐れみによ  
って，われらを守り，救い，憐れみ，強めたまえ」「いとも聖にして浄らか，  
いとも祝せられし栄えあるわれらの王妃，神の母にして常に処女なるマリアを，  
すべての聖人とともに思い起こしつつ，われら自身とお互いを，そしてわれら   
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の生命すべてを，われらの神なるキリストに献げよう」 信徒「主よ，あなた  
に」  
司祭「あなたは書き方にして人を愛する神，われらはあなたをほめ讃える，父  
と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」 信徒「アーメン」。  
頑穿ば靡メ）〆ご夢∫アンティフォンの祈クを屠ズ名  
司祭黙祷：「われらにこの共なる一致した祈りを賜ったあなたは，あなたの名  
において二人また三人が集うとき，彼らの願いを聞き届けると約束された。今  
このときにも，われらの主よ，あなたの僕が彼らのために仕えるこの執り成し  
を，御自ら果たさせたまえ。そして今このとき，われらがあなたの真理を知る  
ことを叶え，来るべき時にはわれらに永遠の生命を与えたまえ」。  
3）「わたしは主の憐れみを世々に歌う」。  
（当日のトロパール）「天のいと高きところにあって，初めなき父。あなたの  
神の霊とともに，輝ける王の座に座せる方，おおイエスよ，あなたは答なき処  
女より，あなたの母よりこの世に生まれることを肯われた。そして八日目の嬰  
児として割礼を受けられた。それゆえ，唯一ひとを愛する方よ，あなたの善意  
に満ちた意向に栄光あれ，あなたの計らいに栄光あれ，あなたの謙遜に栄光あ  
れ」  
頑資ば靡メ｝〆ご小」聖人の祈クを屠ズ名  
「／ト連祷」：司祭黙祷：「治め主なるわれらの神よ，あなたは天にあって天使。  
大天使の群れと隊列を，あなたの栄光への奉仕のために整える。いまわれらの  
聖人も，われらとともにあなたに仕え，あなたの善性を寿ぐ聖なる天使のもの  
とならんことを。栄光，敬愛，崇拝はすべてあなたに相応しい。父と子と聖霊  
よ，今もいつも世々とこしえに。アーメン。あなたの聖なる者たちの人堂は祝  
せられる，†永遠の昔より，今もいつも世々とこしえに。アーメン」。  
ここで福音の到来を体現する「小聖人」が行われ，会衆は起立する。  
頑穿と彪祭ば轟音者を摩げγ有離）ら黍屠を遜ク，イブノスタスの悪用カーら必  
こ王曹粛に至ク，そごで助祭ば靡カー／ご頑穿〆ごこう′穿名  
助祭「主よ，聖人を祝したまえ」  
頑穿ぼ辟かに  
「あなたの聖なるものの入堂は祝される，永遠の昔より今もいつも世々とこし   
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えに。アーメン」  
頑祭ば窟芽善に穿珍する。彪穿占Lぐ脚キ不庭の．歩合，頑穿ば窟芳書を盾  
ぐ挙げこう訝う  
司祭「叡智！真なる信徒たちよ」  
二人／ま至豊好〆ニスク，膚著者を鼻哲／ご安置サる。存好ば訝う  
「聖人歌」：信徒「来たれ，キリストを崇め，その前に伏し拝もう。神の子よ，  
われらを救いたまえ。あなたは肉において割礼を受けた方，われらはあなたに  
歌う，アレルヤ，アレルヤ，アレルヤ」。  
紺ば当βの√′ロバールノ．およ（グ√コンタークノを訝う  
ー次に掲げるのは2008年1月1日の場合のトロパールである。主日と2種の祝  
日のための，計3個のトロパールが歌われた。  
復活のトロパール（第8調）「憐れみ深いわれらの主よ，あなたは天の高みよ  
り降り，三日間にわたる墓での休息を受け入れた。それはわれらをも苦しみか  
ら解放するため。主よ，あなたはわれらの復活にして生命，あなたに栄光！」  
「栄光は父と子と聖霊に」  
祝日のトロパール「天のいと高きところにあって，初めなき父。あなたの神の  
霊とともに，輝ける王の座に座せる方，おおイエスよ，あなたは答なき処女よ  
り，あなたの母よりこの世に生まれることを肯われた。そして八日目の嬰児と  
して割礼を受けられた。それゆえ，唯一ひとを愛する方よ，あなたの善意に満  
ちた意向に栄光あれ，あなたの計らいに栄光あれ，あなたの謙遜に栄光あれ」  
「今もいつも世々とこしえに。アーメン」  
聖バジルのトロパール「聖なるわれらの師父バジルよ，全地にはあなたの教え  
が広がっている。神的なものを告げたあなたの言葉は実を結び，あなたは実在  
する真理の本性を明らかにし，人間性の倫理をより高貴なものにまで高めた。  
王とさえ呼ばれた聖なる生涯を送りし師父よ，われらのために神なるキリスト  
に祈りたまえ，われらに豊かな憐れみを与えたまえと」  
－1月1日当日は歌われることがなかったが，聖バジルと祝日のためのコン  
ターク，および神の母讃歌を掲げておく。  
聖バジルのコンターク「母にして聖なる教会の朽ちぬ支えとしてあなたは現れ  
た，天の息吹を受けた聖バジルよ，人類に尽きることのない宝を，あなたの教  
えの真理のうちに与えつつ」   
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祝日のコンターク「万物の主よ，あなたは割礼を受け，善き方として人間の罪  
を刈り取り，きょう世界に救いをもたらす。創造する聖三位一体の司教にして，  
キリストの輝ける神的な司祭である聖バジルは，天の高みにあって喜ぶ」  
神の母讃歌「天使より挨拶を受け，その胎に御言葉を宿し，あなたは救い主を，  
肉となった御言葉を産みになった，おお神の母よ，われらの霊の救いのために，  
主に祈りたまえ」  
尋祭ば手を合ゎゼ1．身の冴クを靡カー／ご彦諺上げ憲  
司祭黙祷：「聖なる神よ，あなたは聖なる者たちの間で休らわれる。聖三位の  
歌をもって，セラフィムはあなたを讃え，ケルビムはあなたに栄光を帰し，天  
のすべての権能はあなたを崇める。あなたは無からすべてを存在へと導かれた。  
あなたは人を自らの像また似姿として創造し，あらゆる恵みをもって装われた。  
求める者には叡智と理解を与えられたが，罪に堕ちる者も蔑ろにはせず，むし  
ろ救いに向けて赦しを備えられた。あなたはわれら，癒しく相応しからざる僕  
らに対し，今このときにもあなたの聖なる祭壇の栄光の前に立ち，あなたに適  
わしき崇拝と讃美を捧げることを叶えられた。われらの治め主よ，われら罪び  
との唇からも，聖三位の歌を自ら受け取りたまえ。そしてわれらをあなたの慈  
しみをもって顧みたまえ。意図してのあるいは意図せざるわれらの罪を，すべ  
て赦したまえ。われらの霊と肉とを聖化し，われらの生涯のすべての日々にお  
いて，聖性のうちにあなたを崇拝することを叶えたまえ。聖なる神の母，あな  
たの御前で世の初めより愛されしすべての聖人たちの祈りによりて」  
－ちなみに聖土曜日には，大晩課から続けてここで聖バジル典礼に接続される  
が，その前に15個の聖書朗読が行われる。その15箇所とは，   
①創世記1。卜13 ⑦イザヤ60．1－16 ④出エジプト12．1－12 ④ヨナ1．1－4．  
11①ヨシュア5．10－15 ⑥出エジプト13．20－15．19  
この第6朗読の間に「われらは主に歌おう，主は栄光を帯びて復活された」（お  
よび「馬とその御者を海に投げ入れて」）が歌われる。   
⑦ゼファニア3．8－15 ⑧列王記上17．8－24 ⑨イザヤ61。10－62．5 ⑲創世記  
22．1－19 ⑪イザヤ61。1－9 ⑫列王記下4．8－37 ⑬イザヤ63。11－64．4 ⑭エレ  
ミヤ38．31－34 ⑮ダニエル3．1－88  
この第15朗読の間に「あなたがたは主を讃え，主をとこしえにほめ歌え」が歌  
われる。聖土曜日は，その後に小連祷が行われる。   
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一大晩課に聖バジル典礼を連結させる場合には，ここから合流する13。  
頑努嫁声音挙げr  
「われらの神よ，あなたは聖なる方，われらはあなたを讃える，父と子と聖霊  
よ，今もいつも」  
彪穿がいる．夢倉 こう虜ける，■不直の虜倉，尋祭が冴〝て  
「世々とこしえに」 信徒「アーメン」。  
「聖なる神，聖なる力，聖なる不死の者よ，われらを憐れみたまえ」（×3），  
「栄光は父と子と聖霊に」「今もいつも世々とこしえに。アーメン」，「聖なる  
不死なる者よ，われらを憐れみたまえ」，「聖なる神，聖なる力，聖なる不死の  
者よ，われらを憐れみたまえ」。  
一降誕祭，公現祭，聖土曜日等は「聖なる神」の代わりに  
「キリストにおいて洗礼を受けた者は，キリストを着るものとなった。アレル  
ヤ」（×3）。  
司祭黙祷：「主の名によりて来たる者は祝される。あなたは御国の栄光の玉座  
にあってケルビムとともに座し，祝される。永遠の昔より，今もいつも世々と  
こしえに」。  
「謹んで聴こう。あなたがたすべてに平安あれ†。叡智！謹んで聴こう」  
祝日のプロキメン「主よ，あなたの民を救い，あなたの嗣業を祝福したまえ」  
聖バジルのプロキメン「わが口は智慧を語り，わが心の観想は叡智を思い巡ら  
す」  
一聖木曜日のプロキメンは「諸国の民の長らは主に抗し，かの油注がれた者に  
抗して集まる」 挿旬「異教徒らは何故たくらみを抱き，民は何故虚しきこと  
を考えるのか」  
一聖土曜日のプロキメンは「すべての大地はあなたを崇め，あなたに歌い，あ  
なたの名に讃美を語るがよい」 挿句「すべての地よ，主に向かって喜べ，主  
の名に讃美を語れ」  
司祭「叡智！」 朗読者「聖～使徒～書の朗読」 司祭「謹んで聴こう！」  
＜使徒書の朗読＞ －1／1ならコロサイ2．8－12であるが，当日は「主の公現」  
（1／6）前主日に当たったため2テモテ4。5－8であった。   
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司祭「あなたに平和†」。「叡智！謹んで聴こう！」  
信徒「アレルヤ」（×3）  
－聖木曜日には「心貧しく，より頼むもののない人は幸い，アレルヤ（×3）」   
挿旬「わがパンを食した者は，大きな偽りをわたしのうちになした。アレル  
ヤ」。  
－聖土曜日には「神よ立ち上がれ，地を裁きたまえ。あなたはすべての民を嗣  
業として有される」 挿句「神は神々の集いに立ち，そこで神々を裁かれる」  
「あなた方はいつまで誤った思いを抱き，罪ある人を重んじるのか」「彼らは  
これを知らず，理解もせず，闇の中を歩く」。  
」空士屠β〆ごノ坑 このやク厚クのノ野に頑祭ば香部署〆こ願避き，赤色の衣‘をβ色  
のあの仁行え 窟穿ノ好の好クをノ訝メ）に膚ズ，忍者差掛冴β色の衣で行う。  
司祭黙祷：「人を愛するわれらの主よ，われらの心に，あなたの神性をめぐる  
知識の浄らかな光を燃え立たせたまえ。われらの霊の目を，あなたの福音の教  
えを理解するために聞かせたまえ。われらのうちに，幸いをもたらすあなたの  
綻への畏れを注ぎ，あらゆる肉の欲に打ち克ち，霊的な生を生き，すべてをあ  
なたの同意のもとに考え行うことができるように。あなたはわれらの霊と肉の  
照らし手，神なるキリストよ，われらはあなたを讃える。初めなきあなたの御  
父，いとも聖にして善性に満ち，生命を与える聖霊とともに，今もいつも世々  
とこしえに。アーメン」  
助祭（歌いつつ）「主よ，聖～福音記者を告げる者を祝したまえ」  
司祭「神が，誉れ高き聖～（使徒）福音記者のとりなしを通して，福音の告知  
者であるあなたに，力ある言葉を授けて下さるように。神の愛しき御子，キリ  
スト。イエスの福音の告知のために」  
助祭「叡智！異なる信徒たちよ，聖なる福音を聞こう」  
司祭「聖～による福音書の朗読」 信徒「主よ，あなたに栄光！」 助祭「謹  
んで聴こう」  
＜福音書の朗読＞ 一1／1ならルカ2。20－21；2。40－52であるが，当日は「主の  
公現」前主日に当たったためマルコ1。1－8であった。  
虜勧瀦カると頑祭ば膚苦言の粛に：穿珍L，彪祭にガL靡メ】にこぅ述べる  
「福音の告げ手なるあなたに平安」。  
信徒は「あなたに栄光，わが主よ，あなたに栄光」と応じ，司祭による説教が  
行われる。   
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「三重連祷」：司祭ないし助祭は，王門の前に立ち，次の連祷を歌いつつ述べ  
る  
司祭「われらすべて，まったき心。まったき霊でもって語ろう！」 信徒「主  
よ憐れみたまえ」（以下司祭の各導句に続ける） 司祭「われらが全能の主，  
われらの師父たちの神，われらはあなたに祈る，われらに耳を傾け憐れみたま  
え」 「神よ，あなたの大いなる憐れみによって，われらを憐れみたまえ。わ  
れらはあなたに請いねがう，われらに耳を傾け，憐れみたまえ」 信徒「主よ  
憐れみたまえ（×3）」（以下司祭の各導旬に続ける） 司祭もしくは助祭「さ  
らに真なる信もつわれらの使徒的王～のために，彼の力と勝利，絶えることな  
き平安なる治世，健康と救いのために祈る。われらの神なる主がいっそう彼に  
助力を注ぎ，あらゆる善きことにおいて彼を導き，その足元にすべての敵と抗  
う者を敷くことができるように」  
司祭黙祷：「われらの主，われらの神よ，この篤き嘆願をあなたの僕より受け  
取りたまえ。そしてあなたの憐れみの豊かさによりてわれらを憐れみたまえ。  
あなたの憐れみをわれらと，あなたのあふれる恵みを待ち望むすべての民の上  
に送りたまえ」。  
司祭もしくは助祭「さらに，神を愛するわれらの司教～のため，われらの霊的  
父のため，そしてキリストにおけるあらゆるわれらの兄弟たちのために願おう」   
「さらに，ここに集いあなたから大いなる豊かな恵みを待ち望む民のため，  
われらの恩人のため，また異なる信仰をもつすべてのキリスト教徒のため，主  
に願おう」  
司祭「あなたは憐れみ深く人を愛する神，父と子と聖霊よ，われらはあなたを  
讃える，今もいつも世々とこしえに」 信徒「アーメン」。  
「求道者の連祷」：司祭「求道者よ，主に向かって祈ろう」 信徒（以下同様）  
「主よ，憐れみたまえ」 「信徒たちよ，求道者のために祈ろう，主が彼らを  
憐れんで下さるように」 「彼らが，真理の言葉へと教え導かれるように」  
「彼らに真理の福音が開示されるように」 「彼らが聖にして普遍，使徒継承  
なる教会と一致するように」「神よ，あなたの憐れみによりて，彼らを守り，  
救い，憐れみ，強めたまえ」 「求道者よ，主に頭を垂れよ」   
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司祭黙祷：B（注：以下この記載がある場合は，当該祈祷句がクリエソストモ  
ス典礼の場合と異なりバジル典礼固有のものであることを示す）「われらの主，  
われらの神，いと高きところに住まわれる方よ。あなたは卑しき者たちを顧み，  
人類の救いのために御一人子を，われらの主にしてわれらの神なるキリスト。  
イエスを遣わされた。求道者なるあなたの僕たち，あなたの御前に頭を垂れる  
者たちを顧みたまえ。相応しき時期には，彼らを新たなる誕生の場，罪の赦し，  
潔き衣の獲得に適う者となさしめたまえ。聖にして普遍，使徒継承なるあなた  
の教会と彼らが一致し，あなたの選ばれた群れのうちに数えられるように」。  
声を挙げr  
「彼らもまた，われらとともにいとも浄らかにしていと高きあなたの名を讃え  
んことを，父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」「アーメン」「求  
道者よ，こぞって去るがよい。求道者よ，去るがよい。求道者よ，みな去るが  
よい。求道者の誰も残らぬように。信徒たちよ，みなこぞってまた再び，平安  
のうちに祈ろう」 「主よ憐れみたまえ」  
3．「信徒礼儀」  
1）アナフォラの初め  
司祭黙祷：B「主よ，あなたはわれらに，救いのこの神秘を示してくださった。  
あなたはわれら，卑しくまた相応しからぬしもべらを，あなたの聖なる祭壇の  
奉仕に適うものとしてくださった。あなたはわれらを，聖なる霊の力を通して，  
この奉仕にも用いてくださる，われらが裁きを受けることなく，あなたの聖な  
る栄光の前に進み出，あなたに誉れある生贅を捧げることができるように（詩  
篇49，14）。あなたは万物においてすべてを成し遂げられる方。主よ，あなたの  
御顔の前に，民の過ちのためまたわれらの罪のため，われらの奉献を，御旨に  
叶い，受け入れられるものとなさせたまえ」  
「信者の連祷」：司祭「神よ，あなたの憐れみによって，われらを守り，救い，  
憐れみ，強めたまえ」 信徒「主よ憐れみたまえ」 司祭「叡智！すべて栄  
光，敬愛，崇拝はあなたにこそ相応しい，父と子と聖霊よ，今もいつも世々と  
こしえに」 信徒「アーメン」 司祭「繰り返して平安のうちに主に願おう」   
信徒「主よ，憐れみたまえ」  
司祭黙祷：B「神よ，あなたは慈しみと憐れみのうちに，われらの謙遜を見そ  
なわし，われら，罪深く相応しからぬあなたのしもべらを，あなたの聖なる栄   
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光の前に立たせ，あなたの聖なる祭壇の前に仕える者とされた。どうかあなた  
自ら，聖霊の力を通して，われらをこの奉仕に向け力づけたまえ。われらが唇  
を開くとき，われらに適わしき言葉を授け，献げられるべき奉献物に，聖霊の  
恵みが注がれるべく願うことができるように」  
司祭「神よ，あなたの憐れみによって，われらを守り，救い，憐れみ，強めた  
まえ」 信徒「主よ憐れみたまえ」 司祭「叡智！あなたの力によりて常に  
守られ，われらはあなたをほめ讃える，父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこ  
しえに」 信徒「アーメン」。  
ここで，キリストの葬り・葬礼を表す「大聖入」が行われ，信徒は起立する。  
信徒は「ケルビムの歌」を歌う。  
「われらはケルビムを神秘的にかたどり，生命を与える聖三位一体に，三度歌  
を捧げ，いまあらゆる世の思いを打ち棄てよう」。  
司祭黙祷：「肉の欲や喜びが束縛している者は，あなたのもとに赴きまた近づ  
き，あるいはあなたに仕えることは相応しくない。栄光の王よ。あなたに仕え  
ることは，天の諸力にとってさえ，偉大にしで怖ろしきこと。しかしあなたは，  
言葉に尽くせず計りがたき人への愛により，まごうことなく人となりわれらの  
大司祭という名を帯び，万物の主として，さらにこの務めと血を流さぬ奉献の  
執り行いをわれらに委ねられた。われらの主にしてわれらの神よ，天と地にあ  
るものに対し，あなたのみが治め，ケルビムの座に運ばれ，セラフィムの主，  
イスラエルの王として，あなたのみが聖にして，聖なるもののうちに安らわれ  
る。唯一善き方よ，あなたに願う，慈しみをもって耳を傾け，この罪びとにし  
てあなたに適しからざる僕のわたくしを顧みたまえ。わが霊とわが心を，悪し  
き答めから浄めたまえ。あなたの聖なる霊の力によりて，司祭職の恵みのうち  
にその衣を身に付けたわたくしを，この聖なるあなたの祭壇の前に立ち，聖性  
に満ち，染みなきあなたの体と尊いあなたの血を献げるに相応しき者となさし  
めたまえ。わたくしは傾けた頭をもってあなたのもとに参じ，あなたに願う。  
どうかあなたの御顔をわたくしから逸らしたもうな。あなたの子らがこれを妨  
げることなく，この罪びとにして催せぬあなたの僕なるこのわたくしをして，  
この奉納をあなたに献げるに適う者となさしめたまえ。あなたは犠牲を捧げか  
つ犠牲として捧げられ，それを受け入れかつ分かち与えられる方，われらの神  
なるキリストよ，われらはあなたを讃える。初めなきあなたの御父，いとも聖   
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にして善性に満ち，生命を与えるあなたの霊とともに，今もいつも世々とこし  
えに。アーメン」。  
頑祭ば√ケルビムの款ノを靡メ】に屠点る  
「われらはケルビムを神秘的にかたどり，生命を与える聖三位一体に，三度歌  
を捧げ，いまあらゆる世の思いを打ち棄てよう。われらは万物の王を抱く，天  
使の群れが日に見えぬあり方で運ぶその方を。アレルヤ，アレルヤ，アレルヤ」  
一聖木曜日にはこの「ケルビムの歌」に代えて「神の子よ，わたくしをあなた  
の神秘の宴に与るものとして受け入れたまえ。わたくしはこの神秘を，あなた  
に逆らう敵には口外しない。またユダのようにあなたに接吻することもしない。  
むしろ，あの罪びとのようにあなたに告白する。わが主よ，あなたが御国に来  
られるとき，わたしのことを思い起こしたまえ。アレルヤ」  
一聖土曜日には同じく「すべて肉を帯びた人よ，聞け。おそれおののいて立ち，  
地の思いを何ら抱くなかれ。王たちの王，治め主たちの主が来られる。自らを  
捧げ，信徒らのための食物とするために。天使らの群れ，すべての始まりと諸  
力はその前に赴き，多限のケルビム，六翼もつセラフィムはその面を隠し，こ  
の歌を呼び交わす。アレルヤ」  
頑穿と彪穿ば奈蓼とナ字努〆ご冴珍L，述べる  
「神よ，この罪びとなるわたくしに憐れみ深くあれ」  
甜倉〆ご局カーい，そこで頑祭ば助祭にノオ穿いを宇摩L，述べる  
「あなたがたはその両の手を平安のうちに聖なるものに挙げ，主に捧げよ」  
大要ネ／ごよク奉財珍を祭軌ご摩れ彪祭ば声を挙げ憲  
「真なる信もつキリスト教徒たちよ，主なる神がその御国において，あなた方  
のことを，常に，今もいつも世々とこしえに想い起こしてくださるように」。  
（司祭は続ける）「聖なる，われわれの首たる牧者～教皇，神を愛するわれら  
の～司教，全司祭団，全教会の組織，この聖なる家の幸いにして永遠に記憶さ  
るべき創設者と善業者たち，そして，真なる信を持つキリスト教徒たちよ，あ  
なた方すべてのことを，主なる神がその王国において常に思い起こして下さる  
ように，今もいつも世々とこしえに」  
存霹ば√ケルどムの教ノの虜半を訝う  
「アーメン，われらは万物の王を抱く，天使の群れが目に見えぬあり方で運ぶ  
その方を。アレルヤ，アレルヤ，アレルヤ」  
司祭黙祷：「神を畏れるヨセフは，十字架の木よりいとも浄らかなるあなたの   
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体を取り降ろし，浄い亜麻布に包み，相応しきしつらえを施して，新しき墓に  
葬った」  
三度香を粛ク，述べる  
「主よ，あなたの善き意向により，シオンにあって，エルサレムの石壁が建て  
られるよう，慈しみ深く取り計らいたまえ。そのとき，真理のいけにえ，奉納，  
焼き尽くすいけにえを親しく受け取りたまえ。そのおりにはあなたの祭壇に雄  
牛が捧げられよう」（詩篇50。20－21）。  
彪磨に小声で  
司祭「兄弟そしてしもべなる仲間よ，私を想い起こしたまえ」  
助祭「主なる神があなたの司祭職をその御国において想い起こしてくださるよ  
うに。主よ，わがために祈りたまえ」  
司祭「聖霊があなたに降り，いと高き方の力があなたを覆うように」  
助祭「この霊ご自身がわれらとともに，われらの生涯のすべての日々，働かれ  
んことを。主よ，わたしのことを想い起こしたまえ」  
司祭「主なる神があなたのことを，その御国において想い起こしてくださるよ  
うに。常に，今もいつも世々とこしえに」  
助祭「アーメン」  
「完遂連祷」：頑祭ば祭屠仁好まク，をいL彪祭が身を産ぐLこ五甲の廟▲〆ご磨  
き，声を挙げγ着岸を磨める「われらの願いを，主に向けてまっとうしよう」   
信徒「主よ憐れみたまえ」（以下司祭の各導句に続ける） 司祭「この，前  
に置かれた尊い賜物のため，主に願おう」 「この幕屋のため，ここに信と，  
篤き思いと，神への畏れをもて集えるすべての者のため，主に願おう」 「主  
がわれらをあらゆる心労，怒り，窮乏から守ってくださるよう，主に願おう」  
司祭黙祷：B「われらの主なる神よ，あなたはわれらを創り，この生へと導き，  
われらに救いの道を示し ，天なる神秘の開示という賜物を与え，われらを聖霊  
の力によってこの奉仕に叶うものとされた。どうかあなたの同意をもって，わ  
れらを新しき契約のしもべ，あなたの聖なる神秘のための働き手となさせたま  
え。われらを受け入れ，あなたのあふれる憐れみにより，あなたの聖なる祭壇  
に赴き，民の過ちのためまたわれらの罪のために，あなたにこの知的で血を流  
さぬ生贅を捧げるに適うものとなさせたまえ。その奉納を，親しき霊的芳香と  
して，あなたの聖なる霊的祭壇へと受け入れ，われらにはその代わりに，あな  
たの聖なる霊の恩寵を遣わしたまえ。おお神よ，われらを見そなわし，われら   
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のこの奉仕を心に留めたまえ。かつてあなたが，アーベルの供え物，ノアの捧  
げもの，アブラハムの天上的ないけにえ，モーセとアーロンの奉仕，サムエル  
の和解の生贅を嘉したもうたように，この捧げものを受け取りたまえ。あなた  
の聖なる使徒たちからこの真なる奉仕を親しく受け取られたように，あなたの  
善性により，われらの罪あるこの手からも，この奉納を受け取りたまえ。かく  
してわれらが，あなたの祭壇のための答なき奉仕に適うものとなり，あなたの  
真なる恐ろしき日に，忠実にして知的な者としての報いをかち取ることができ  
るように」。  
司祭「神よ，あなたの憐れみによって，われらを守り，救い，憐れみ，強めた  
まえ」 信徒「主よ憐れみたまえ」 「この一日を通して，完徳のうちに，聖  
性とともに，平安に罪なく過ごせるよう，主に求めよう」 信徒「主よ叶えた  
まえ」（以下同様に） 司祭「平和の天使，信篤き導き手，われらの霊と肉の  
守り手を，主に求めよう」 「われらの罪と過ちの，赦しと寛容を主に求めよ  
う」 「われらの霊に善と益を，世には平和を主に求めよう」 「われらの生  
の残りの期間を平安と痛悔のうちに過ごすことができるよう，主に求めよう」  
「われらの生を，キリスト教徒としてのあり方で苦悩と恥なく送れるよう，そ  
してキリストのおそれ多き裁きの座の前で，善き答えができるよう，主に求め  
よう」 「いとも聖にして浄らか，いとも祝せられし栄えあるわれらの王妃，  
神の母にして常に処女なるマリアを，すべての聖人とともに思い起こしつつ，  
われら自身とお互いを，そしてわれらの生命すべてを，われらの神なるキリス  
トに献げよう」 信徒「主よ，あなたに」。  
司祭「あなたは御一人子とともに祝される，その御子の憐れみにより，いとも  
聖にして善性に満ち，生命を与えるあなたの霊とともに，今もいつも世々とこ  
しえに」。信徒「アーメン」。  
「平和の接吻。挨拶」：司祭「あなた方皆に平和があらんことを」 信徒「あ  
なたの霊にも」 司祭「われら互いに愛し合い，一致のうちに告白しよう」  
信徒「父と子と聖霊を。一にして分かれざる空三位一体を」  
頑祭ば慶い，デイスブス，杯の上そL手斧蓼に穿疹L，こう述べる  
司祭黙椿：「主よ，わが力よ，わたくしはあなたを愛する，主はわが力，わが  
祭壇」（詩篇17．2）  
司祭「扉，扉！叡智のうちに身をつつしもう」。   
秋 山   学  52  
「使徒信条」：「わたくしは信ず，一なる神，全能の父，天と地と，すべての  
目に見えるもの見えざるものの創り主を。また一なる主，キリスト・イエス，  
神の一人子，父より永遠の昔に生まれた方を信ず。光よりの光，真なる神より  
の異なる神，生まれたのであって創られたのでない方を。主は父と同一実体で  
あり，万物はこの父によって成った。主はわれらのため，人々のため，われら  
の救いのために天より降り，聖霊によって処女マリアより肉を受け，人となっ  
た。そしてボンティウス・ピラトウスの許でわれらのために十字架に付けられ，  
苦しみを受けたのち葬られ，請書に記された通り三日目に復活し，天に昇って  
父の右の座に就き，栄光を帯びて，生ける者と死せる者を裁くために再び来ら  
れ，その王国には終焉がない。さらに聖霊，われらの主にしてわれらに生命を  
与える方を信ず。彼は父と子より生まれ，父と子とともに崇められ，讃め称え  
られ，預言者たちによって語られた方。わたくしは信ず，一にして聖，普遍的  
にして使徒的なる，母にして聖なる教会を。わたくしは罪の赦しのための一な  
る洗礼を信ず。死者たちの復活と来たるべき永遠の生命を信ず。アーメン」。  
尋穿ば疫好存桑メ瀦カると，借をる禅ノを三度膚ズる。次いで  
司祭「憂いなく立ち，畏れをもって立ち，聖なる犠牲を平和のうちに捧げるこ  
とができるよう，身をつつしもう」 信徒「平和の憐れみを，誉れの犠牲を」  
司祭「われらの主イエス・キリストの憐れみ，父なる神の愛，聖霊の交わりが  
あなた方皆とともに」 信徒「あなたの霊とも」。  
2）「アナフォラ」（奉献文）  
対話 司祭「われらの心を挙げよう」 信徒「主に向けて挙げます」 司祭「主  
に感謝を捧げよう」  
序歌 信徒「父と子と聖霊を，一にして分れざる聖三位一体を崇めることは，  
相応しく正しきこと」  
尋祭ば粛をかろ〆ズ 靡ガ】〆ご  
司祭黙祷：B「治め主なるわれらの主，神よ，全能にして崇められる父よ，あ  
なたのみを真なる神として讃え，歌い，寿ぎ，あなたに感謝を捧げ，あなたを  
讃え，打ち砕かれた心とへりくだる霊で今われらの知的な奉仕をあなたに捧げ  
ることは，真に相応しくまた正しく，あなたの聖性の高みに叶わしきこと。あ  
なたはわれらに，真理の認識を賜った。生ける言葉であなたの力を述べ，あな  
たの栄光のすべてを相応しく表現し，あるいは休むことなく為されるあなたの   
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奇跡を語ることなど，誰ができよう。あなたは万物の王，天と地，目に見える  
と見えざるとを問わずあらゆる被造物の主，栄光の玉座に座し，深淵まで見通  
される方，初めなく日に見えず，捉えられず，述べ明かし得ず変わることのな  
い方，われらの主イエス。キリスト。われらの偉大な神。われらの救い主にし  
て希望である方の父。主はあなたの善性の像，そしてあなたの御顔の忠実な写  
し，生ける言葉，真なる神，永遠の智慧，生命，聖性，力にして真なる光。彼  
を通して聖霊。真理の霊，子として迎えるという賜物，来たるべき嗣業の担保，  
永遠の善の始まり，生命を与える力にして聖性の泉があらわれた。この方から，  
知あり理性に叶う被造物はみな力を得て，あなたに仕え永遠の讃美を歌う。万  
物はあなたに仕える。天使たち，大夫便たち，玉座，支配，始まり，権能，力  
そして多眼のケルビムらはあなたを讃美する。セラフィムらはあなたを囲み，  
そのいずれにも6枚の翼がある。その2枚をもって顔を覆い，2枚をもって足  
を覆い，2枚をもって宙に舞い，決して休むことのない唇と消えることのない  
讃美をもって互いに呼び交わす」  
頑祭ぼ声を挙げで  
「勝利の歌を歌い，叫び，呼ばわって述べる」  
信徒「勝利の歌」：「聖なるかな，聖なるかな，聖なるかな，万軍の主，天と  
地はあなたの栄光に満つ。いと高きところには栄光，主の名によりて来たる者  
は祝される，いと高きところには栄光」。  
尋祭ば皮め丁疲膠L，曹をる麒を靡げ憲廣停をβら廟ミそ〆ごLカのろ，靡メ）に  
司祭黙祷：B「人への愛に満ちたわれらの主よ，これらの幸いなる諸権能とと  
もに，罪びとなる私たちもまた，叫びを上げて述べる。あなたは真に聖なる方，  
至聖であり，あなたの聖性の輝かしさは計り知れない。あなたはあらゆるその  
業にあって聖なる方，あなたは真理と異なる裁きにおいて，すべてをわれらの  
ために取り計らわれる。   
神よ，あなたは大地より塵を取って人間を作り，あなたの像に向けて尊び，  
彼を豊穣の楽園に置き，あなたの捉を守ることのうちに，生命の不死性と永遠  
の書きものの享受を彼に命じられた。しかし人は真なる神であるあなた，創り  
主である方に背き，ヘビの欺きに屈し，自ら自身の蹟きのために盲目となった。  
その彼を，神よ，あなたは正しき裁きのうちに楽園からこの世に追放し，彼が  
そこから取られた大地に向かわせ，彼のために再生による救い，あなたの子キ  
リストその方における救いを取り計らわれた。あなたは自らの被造物を最後ま   
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で見捨て置くことはせず，憐れみに満ちたそのはらわたをもって様々な仕方で  
彼に目を向けられた。預言者を遣わし，各世代にあってあなたの心に適う聖な  
る者たちを通して権能を形づくり，あなたの僕なる預言者たちの口を通してわ  
れわれに語りかけ，やがて来たるべき救いをわれわれに予め告げられた。助け  
のために法を与え，守り手たる天使らを立てられた。そして時が充ちると，あ  
なたは，御子，その方を通して永遠を創られた方において，われらに語られた。   
この方はあなたの栄光の輝き，あなたの実体の刻印である方，その力の言葉  
をもって万物を担い，神にして父であるあなたと等しくあることを略奪とは考  
えず，永遠の神として地上に現れ，人間とともに生き，聖なる処女から肉を受  
け，自らを虚しくし，僕の姿を取り，われらの卑しき体と同じ姿となった。姿  
を同じくするわれらを，自らの栄光の似像とするためである。人を通して罪が  
この世に入り，罪のゆえに死が訪れた。だがあなたの唯一人の御子は，神であ  
り父であるあなたのふところにあって，聖なる神の母である婦人，常世に処女  
なるマリアより生まれ，律法に従う者となり，自らの肉において罪を裁くこと  
を良しとされた。アダムのうちに死ぬ者が，あなたの子キリストにおいて生か  
される者となるためである。主はこの世で生活し，救いの提を付与し，われら  
を偶像の欺きから引き離し，異なる神であり父であるあなたへの認識へと導き，  
われらをあなたの選ばれた民，王的司祭職，聖なる民族として定められた。水  
において浄め，聖霊のうちに聖化し，われわれが罪のゆえに売られ閉じ込めら  
れていた死の代価として自らを与えられた。そして十字架を通じ，万物を自ら  
によって満たすために黄泉に下り，死の苦悩を解き放ち，三日目に復活し，す  
べての肉に死者からの復活の道を拓かれた。生命の創始者が腐敗に支配される  
ことはありえなかった。こうして主は眠れる者たちの初穂，死者からの初子と  
なった。主がすべてにおいて初めの者としてすべてとなるためである。さらに  
天に昇り，天上において偉大なるあなたの右の座に着かれた。そして主は，各々  
の者に射し，その業に報いるために来られる。こうして主はわれらに，自らの  
救いのための受難の記念を遺し，われわれは主の命にしたがってそれを定めた。  
主は，永遠に記憶され，生命を与える死に自ら進んで赴くに際し，世の命のた  
めに自らを渡される夜に」  
「聖体制定句」  
頑穿ば左手にデイスブスを原ク，盟パンとと占〆ご，少L摩〆ヂ得ち，靡カーに冴ク  
を虜Jケ名   
ビザンティン典礼による聖体礼儀の神学  
一聖バジル典礼をテキストに－  55  
「その聖なる汚れなき手でパンを取り，神にして父であるあなたに献げ，感謝  
し，祝福して†，聖なるものとし†，割き†」  
虜虜の∫′碧を発するととあに」碧ノアンの上〆ご三度ナ字を財ク，その炭声を挙げ  
て二忍べる  
「自らの聖なる弟子。使徒たちに与えてこう言われた，取りて，食べよ。これ  
はわたしの体，あなた方のため，罪の赦しのために裂かれるもの」  
信徒「アーメン」  
頑祭ば虜ぐ身をメ｝がめ，杯を厨い，ノ訝メ）〆ご  
「同じように，ぶどうの実りで満たした杯を取り，捧げ持ち，感謝し†，祝福  
して†，聖なるものとし廿，」  
虜炭のJ′碧を発するとと呂に，空」£’どう磨勿上に三度ナ字を好ク，その炭声を  
挙げて運べ名  
「自らの聖なる弟子。使徒たちに与えてこう言われた，みなここから飲むがよ  
い，これはわたしの血，新しい契約の血，あなた方と多くの人々のため，罪の  
赦しのために注がれるもの」  
信徒「アーメン」  
頑祭ば虜ぐ身をカーがめそのちタ 屠をかろ／ズ 靡カー／ご  
司祭黙祷：「あなたがたはこれをわたしの記念として行いなさい。あなたがた  
は，このパンを食べ，この杯を飲むたびに，わたしの死を告げ知らせ，わたし  
の復活を告白しなさい」  
アナムネーシス  
「こうして主よ，私たちも，救いをもたらすあなたの受難，生命をもたらす十  
字架，三日間の埋葬，死者のうちからの復活，天への凱旋，神であり父である  
あなたの右の座からの，栄光を帯びての威厳ある到来を想い起こす」  
頑努ば右手にデイスブスを，屋‘手〆ご杯を厚ク，麟をナ字にゑ碁ざゼち その空  
パン。⊥碧杯をざざイブ符ち，声を挙げこ述べる  
「われらはあなたのものを，あなたのものからあなたに捧げる。われらすべて  
とすべてのもののために」  
信徒「主よ，あなたをほめ歌い，あなたを祝し，あなたに感謝を捧げ，われら  
の神よ，あなたを崇める」   
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エビクレーシス  
頑穿ば虜ぐ身をメ）がめる。彪をかろ／ズ 靡カー〆ご  
司祭黙祷：「こうして，いとも聖なる主よ，われらは罪びとでありふさわしく  
ない僕，しかし聖なるあなたの祭壇で仕えるに叶う者とされた。それはわれわ  
れの正しさゆえではなく，またこの世で何か善いことを為したためでもなく，  
ただあなたの憐れみと情け深さによる。その憐れみを，あなたはわたしたちの  
上に豊かに注がれた。われらは信頼をもってあなたの聖なる祭壇に近づき，あ  
なたの子キリストの聖なる体と血の徴を捧げる。聖にして聖なる方，われらは  
あなたに願い，呼び求める。あなたの善性ゆえの同意により，あなたの聖霊が  
われらの上，そしてここに置かれた賜物。献げものの上に来たるように。そし  
てこれらを祝福し，聖化し，示したまえ」  
頑穿／ま勿穿ととあ／ご，三度身をメ｝が現そのノ野／ごナ字を財ク，小声でごク祈ぷノ  
蕗．0スタア適鳩打ごよる献身－  
「主よ，あなたのいとも聖なる霊を，第3時にあなたの使徒たちの上に遣わし  
た書き方よ，この霊をわれらから取り去らず，あなたに願い求めるわれらのう  
ちに新たにしたまえ」「神よ，わたしのうちに浄い心をつくり，わたしの内に  
直き霊を新たにしたまえ」「主よ，あなたのいとも聖なる霊を，第3時にあな  
たの使徒たちの上に遣わした善き方よ，この霊をわれらから取り去らず，あな  
たに願い求めるわれらのうちに新たにしたまえ」「あなたの御顔からわたしを  
遠ざけず，あなたの聖なる霊をわたしから取り去りたもうな」「主よ，あなた  
のいとも聖なる霊を，第3時にあなたの使徒たちの上に遣わした善き方よ，こ  
の霊をわれらから取り去らず，あなたに願い求めるわれらのうちに新たにした  
まえ」一  
頑穿贈／アン／ご三度ナ字を財ク，靡メ】〆ご  
「このパンを†，われらの主なる神，われらの救い主イエス。キリストの尊い  
体に」  
鮎’どう磨－を冴夕好L  
「この杯を†，われらの主なる神，われらの救い主イエス。キリストの尊い血  
に，世の生命のために注がれたものに」  
序者をと占〆ご  
「あなたの聖なる霊によって変容させたまえ」  
（－ギリシア語版では，助祭の「アーメン，アーメン，アーメン」が挿入され  
る－）   
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頑祭ば虜ぐ身をメ）がめそのろ，彪を♂ろ／ズ きら／ごノ訝メ】／ご祈クを彪■ける  
「この一つのパン，一つの杯に与るわれらすべてを，一なる聖霊の共同体のう  
ちに，互いに一つにしたまえ。そして裁きや断罪に催するわれらの誰も，あな  
たの子キリストの聖なる体と血に与ることがなく，むしろあなたの憐れみと恵  
みを見出さんがために」  
記憶  
①栄光ある教会のため（聖人記憶） 司祭「さらにあなたに，知によるこの奉  
仕を献げる。信仰のうちに眠りに就いた者たち，先祖，父祖，族長，預言者，  
使徒，告知者，福音記者，殉教者，証聖者，修道者，また信仰のうちに生を全  
うしたすべての正しき霊のため」  
頑祭政碧ノ上ンー＿碧ぶどう膚に香を顔ク，そのノ野仁声を挙げこ述べ名  
「とりわけいとも聖にして，いとも浄らか，いとも祝せられし誉れあるわれら  
が王妃のため，神の母にして常世に処女なるマリアのため」  
B：信徒「わたくしの霊は，いと高き軍勢にあって，いとも崇敬に催する方を  
ほめたたえる」  
「恩寵に満たされた方よ，創られたものはすべて，あなたのうちに喜ぶ。天使  
の群れも，人の類もすべて。あなたは聖化された幕屋，霊の楽園，おとめらの  
誉れ。あなたを通して神は肉を取り，子として生まれた。永遠の昔より神であ  
った方が。神はあなたの胎を天の玉座となし，あなたの体を天よりも麗しきも  
のとされた。恩寵に満たされた方よ，創られたものはすべて，あなたのうちに  
喜ぶ。あなたに栄光」。  
－聖木曜日にはこれに代えて「来たれ，信徒らよ。治め主の，また高き座に輝  
く秘された食卓の救いの奇跡を，われらは高められた霊もていただく。そして  
不死なる御言葉の聖なる教えを抱き，この御言葉を讃える」  
－聖土曜日には同様に「おお母よ，各なきあなたの胎に宿された子を墓に見て，  
わがために泣きたもうな。わたしは復活し，讃えられ，神として，あなたを信  
と愛のうちに崇める者たちを，栄光でまとうのだから」  
虜いこ 彪祭がいる虜倉〆ご紘 訝のノ野に賢哲〆ご香を彦る。頑祭ば屠をかろ〆ズ  
靡メ｝〆ご祈る  
司祭黙祷：「洗礼者にして預言者なる聖ヨハネと先駆者たちのため，聖にして  
栄えある，いとも誉れにみちた使徒たちのため，今日われらがその記憶を記念   
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する聖～のため，またあなたの全聖人たちのため，彼らのとりなしによって恵  
み深くわれらをみそなわしたまえ，われらの神よ」。  
②苦しむ教会のため（物故者記憶）B：「主よ，あなたのしもべ～を御心に留  
めたまえ。われらの神よ，そして彼らを，いかなる悲しみも嘆きもない光の場  
所に移し，憩わせて，あなたの御顔の光に彼らを見守らせたまえ」。  
④闘う教会のため（生者記憶）B：「主よ，われらは願う。聖にして普遍的，  
使徒的なるあなたの教会を想い起こしたまえ。それは大地の一方の端からもう  
一方の端まで広がり，あなたが御子キリストの尊い血のうちにかち取られたも  
の。この教会に平安を与えたまえ。この聖なる幕屋を，時の終わりに到るまで  
強めたまえ。主よ，あなたにこのいけにえを捧げた者たちのことを記憶に留め，  
その人々を通してまたその人々によりいけにえが捧げられた者たちを，記憶に  
留めたまえ。主よ，あなたの聖なる教会のために捧げものをもたらし，善行を  
なし，貧しき者たちを援助する者たちを想い起こしたまえ。彼らに射し，豊か  
にして天上的なあなたの賜物をもって報いたまえ。彼らのために，地上のもの  
には天のものを，つかの間のものには永遠のものを，朽ち行くものには尽きる  
ことなきものを賜物として与えたまえ。主よ，荒れ野の孤独，山林，洞窟，ま  
た地の洞穴にあって痛解をなすあなたのしもべのことを記憶に留めたまえ。主  
よ，処女性，祈り，自己犠牲，誓願による清い生活のうちに日々を過ごす者た  
ちのことを想い起こしたまえ。主よ，真なる信もつわれらの使徒的王～のこと  
を記憶に留めたまえ。彼をあなたが正しきものとなし，この世にあって民を治  
め導けるように。真にしてあなたの同意を伴う武具でもって彼をまとい，戦い  
の時には守護の翼をもってその頭を覆い，腕を強め，その右の手に栄光を帰し，  
その支配を力強きものとし，あらゆる敵を彼の足下に置きたまえ。彼に長く煩  
いなき平安を与え，その心にはあなたの教会とあなたのすべての民のための善  
き決断を吹き込みたまえ。彼が安らうときには，われらがみな温順にして戦の  
なき生を，まったき祈りと浄さのうちに生きることができるように。主よ，異  
教徒がもつすべての権威と力，王宮にて働くわれらの兄弟，すべての軍隊を記  
憶に留めたまえ。その善性における書きものはさらに維持し，悪しきものはあ  
なたの恵みによりて覆したまえ。主よ，いまここに集える民と，正しき理由の  
ため不在の者たちのことを記憶に留めたまえ。あなたの憐れみの豊かさにより  
て，彼らとわれらを憐れみたまえ。食料庫をすべての善きもので満たし，家庭   
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を平安と一致のうちに守りたまえ。子供たちを育み，若者を教育し，老いたる  
者を養い，小心なる者を奮い立たせ，散らされた者を郷里に戻し，退から逸れ  
た者を立ち返らせ，聖にして普遍的，使徒的なるあなたの教会のうちに彼らを  
一つにさせたまえ。浄らかならぬ想いのために煩える者たちを救い，船で行く  
者とはともに船で行き，旅路にある者とはともに旅をさせたまえ。やもめを養  
い，孤児を守りたまえ。囚われ人を解放し，病める者を癒したまえ。われらの  
神よ，裁きの座の前に立たされた者，炭鉱の中，追放の地，辛き隷属の身にあ  
る者たちを心に留めたまえ。煩い，欠乏，拷問に苦しめるすべての霊を想い起  
こしたまえ。そして，あなたの大いなる憐れみを必要としている者たちすべて  
を心に留めたまえ。われらを愛する者と忌み嫌う者たち，われらの相応しから  
ぬ祈りに自らを献げる者たちを想い起こしたまえ。主よ，あなたの民すべてを  
心に留め，彼らすべてにあなたの憐れみの豊かさを注ぎ，彼ら一人ひとりの恭  
しき求めを満たしたまえ。そしてわれらが忘却，無知，あるいは名の多さのゆ  
えに，いまだ想い起こしていない者たちのことも，あなた自ら心に留めたまえ。  
おおわれらの神よ，あなたはすべての人々の齢と名に通じ，すべての者をその  
母の胎より知り尽くす方。あなたこそ，助けを欠く者の助け，絶望に陥った者  
の希望，突風にあおられた者の救い，船で行く者の避難所，病める者の癒し手。  
われらすべての持つものは，すべてあなた自身のもの。あなたはすべての者を  
知り，われらのいかなる需めも，家も，必要も知り尽くしておられる。主よ，  
この町（共同体），全ての町，共同体，村を，飢え，疫病，地震，津波，竜巻，  
火事，戦争，外敵の侵入，そしてすべての内乱から救いたまえ」  
声を挙げr  
「まず初めに，われらの主よ，聖なる，われわれの首たる牧者～教皇，神を愛  
するわれらの～司教に御心を留めたまえ，そして彼らを聖なるあなたの教会で，  
平和，安寧，品位，健康そして長命のうちに，あなたの真理の言葉を相応しく  
述べ伝えられるよう，守りたまえ」。  
信徒「われらみなをも，みなの者をも」。  
司祭黙祷：「主よ，真なる信もつすべての司教，あなたの真理の御言葉を相応  
しく述べ伝える者たちを心に留めたまえ。主よ，あなたの憐れみの豊かさによ  
りて，このわたくしの不相応なることにも心を留め，意図してまた望まずして  
犯したるすべてのわが過ちを赦したまえ。あなたの聖なる霊の恵みを，われら  
の前にあるこの献げものから，わが罪のゆえに取り去ることはなしたもうな。   
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主よ，司祭，キリストにおける助祭，教会のすべての位階を心に留めたまえ。  
そしてあなたの聖なる祭壇を囲む者たちのうち，いかなる者にも恥をかかせた  
もうな。主よ，恵み深くわれらを見そなわし，あなたの憐れみの豊かさのうち  
に，われらにその姿を現したまえ。温順にして有効な気候をわれらに与え，大  
地には実りをもたらす雨を注ぎ，ひととせの巡りをあなたの恵みのうちに祝福  
したまえ。教会の分裂を終わらせ，異教徒たちによる騒乱を止めさせ，聖なる  
あなたの霊の力をもって，速やかに異端の抵抗をくじきたまえ。太陽とともな  
る光の子となし，われらすべてをあなたの御国に受け入れたまえ。われらにあ  
なたの平安と愛とを与えたまえ，主なる神よ。あなたはすべてをわれらに与え  
てくださる」。  
栄唱「頑君雄いこ声を挙〆ガ「そして一つの口，一つの心で，父と子と聖霊  
よ，われらがあなたのいとも尊く高貴なる名を讃え，ほめ歌うことが叶うよう  
に，今もいつも世々とこしえに」  
信徒「アーメン」，  
う）拝領の儀  
祝福：司祭「われらの偉大なる神にして救い主，われらのイエス。キリストの  
恵みがあなた方皆とともに」。信徒「あなたの霊とも」  
「増連祷」：司祭「全聖人を思い起こしつつ，今一度繰り返して平和のうちに  
主に願おう」 信徒「主よ憐れみたまえ」（以下同じく） 司祭「奉納され聖  
化された尊い供え物のため，主に願おう」 「われらの憐れみ探き神が，いと  
しき霊の芳香を通して，これらを天の霊的な祭壇へと受け取り，われらに神の  
恵みと聖霊の賜物を贈りたもうよう，主に願おう」 「主がわれらをあらゆる  
心労，怒り，欠乏から救いたもうよう，主に願おう」「主よ，憐れみたまえ」  
司祭黙祷：B「われらの神，救いの神よ，どうかわれらを教え諭し，あなたの  
善き業のゆえに，あなたに相応しく感謝を捧げることができるように導きたま  
え。そこは，あなたがこれまでわれらに与からせ，いま与からせておられる場。  
われらの神よ，あなたはこの捧げものをわれらから受けたもうた。どうかわれ  
らから，霊と肉におけるすべての積れを取り去りたまえ。そしてあなたへの畏  
れのうちに，この秘跡を最後まで執り行うことを教え，われらの霊的意識にお  
ける確かな確信のうちに，あなたの聖性に与かり，あなたの御子キリストの聖   
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なる体と血とに一致し，それらを相応しくわれらのうちに抱き，生けるキリス  
トをわれらの心に住まわれる方として保ち，われらが聖霊の神殿となることが  
できるように。われらの神よ，然り，われらのうちの誰一人として，このおそ  
れ多き天上の秘跡に反する罪を犯すことなく，またそれらを相応しからず受け  
取ることにより，肉また霊を病める者となることのないように。むしろわれら  
の最後の吐息に到るまで，あなたの聖性への希望を，永遠なる生命の糧として，  
またあなたの御子キリストの恐ろしき裁きの座の前にあって，親しき回答とし  
て相応しく抱くことができるように。いつかわれらもまた，あなたの御前で，  
永遠の昔より親しき交わりのうちにあるすべての聖なる者たちとともに，かの  
永遠の善に与かることができるように。それは，あなたを愛する者たちに，わ  
れらの主が備えられたもの」。  
尋祭媒声を挙げγ紆メサる  
「神よ，あなたの憐れみによりて，われらを守り，救い，憐れみ，強めたまえ」   
信徒「主よ，叶えたまえ」（以下同様に） 司祭「平和の天使，信篤き導き  
手，われらの霊と肉の守り手を，主に求めよう」 「われらの罪と過ちの，赦  
しと寛容を主に求めよう」 「われらの霊に善と益を，世には平和を主に求め  
よう」 「われらの生の残りの期間を平安と痛悔のうちに過ごすことができる  
よう，主に求めよう」 司祭「われらの生を，キリスト教徒としてのあり方で  
苦悩と恥なく送れるよう，そしてキリストのおそれ多き裁きの座の前で，善き  
答えができるよう，主に求めよう」「信仰の一致，聖霊の交わりを求めつつ，  
われら自身とお互いを，そしてわれらの生命すべてを，われらの神なるキリス  
トに献げよう」 信徒「主よ，あなたに」 司祭「天の父よ，われわれが畏れ  
なく答なくあなたを敢えて父と呼び，こう語るに相応しきものとなるよう，叶  
えたまえ」。  
「主の祈り」：「天におられるわれらの父よ，あなたの名が聖とされんことを。  
御国の来たらんことを。御旨の天に行わるるごとく，地にも行われんことを。  
われらの日ごとの程を，きょう与えたまえ。われら人を赦したるがごとく，わ  
れらの罪を赦したまえ。われらを試みに引きたまうことなかれ。われらを悪よ  
り救いたまえ」。  
司祭「国と力と栄光は，父と子と聖霊よ，あなたのもの，今もいつも世々とこ  
しえに」 信徒「アーメン」。  
「頭を垂れての祈り」：司祭「あなたがたすべてに平安があるように」 信徒   
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「あなたの霊にも」  
司祭「主に頭を垂れよう」 信徒「主よ，あなたに」  
司祭黙祷：B「治め主なるわれらの主，憐れみの父にしてすべての慰めの神よ，  
あなたの御前に頭を垂れる者たちを祝したまえ。彼らを聖化し，保ち，力づけ，  
守り，あらゆる悪しき行いから遠ざけたまえ。彼らをすべての善に向けて一致  
させ，裁きを受けることなく，答なく生命を与えるあなたの神秘に与かるに相  
応しき者となるよう，罪の赦しと聖霊の近づきのために」。  
司祭「あなたの御一人子の恵み，憐れみ，人への愛を通して，あなたはその故  
に祝せられる，いとも聖にして善き方，生命を与えるあなたの霊とともに，今  
もいつも世々とこしえに」 信徒「アーメン」  
司祭黙祷：「主なるイエス。キリスト，われらの神よ，あなたの聖なる住まい，  
あなたの御国の栄光の玉座より，われらを見そなわしたまえ。来たりてわれら  
を聖化したまえ。いと高きところにあって父とともに座せる方よ，あなたはわ  
れらとともに，目に見えずとも今ここに臨まれる。力強きその御手もて，あな  
たのいとも浄き御体と尊き御血を献げることを，われらのためまたわれらを通  
してすべての民のために，適わしきこととなさせたまえ。神よ，罪びとなるわ  
たくしに憐れみ深くあらせたまえ（×3；ルカ18。13）」。  
「聖性唱」：司祭「身を謹もう。聖なるものは聖なる者に」 信徒「聖なるも  
のは一，主は一，イエス。キリスト，父なる神の栄光のために。アーメン」。  
一拝領唱が歌われる。  
「あなたがたは天にあって主を讃えよ。天のいと高きところにあって主をほめ  
よ。アレルヤ，アレルヤ，アレルヤ」  
「真なる人は永遠の記憶のうちに留められ，悪しき風評を恐れない。アレルヤ」  
一聖木曜日には「神の子よ，わたくしをあなたの神秘の宴に与るものとして受  
け入れたまえ。わたくしはこの神秘を，あなたに逆らう敵には口外しない。ま  
たユダのようにあなたに接吻することもしない。むしろ，あの罪びとのように  
あなたに告白する。わが主よ，あなたが御国に来られるとき，わたしのことを  
思い起こしたまえ。アレルヤ」  
一聖土曜日には「いわば眠りから醒めたかのように主は目覚め，復活し，われ  
らを救った。アレルヤ」  
少Lぐ斬Lそ炭，彪君ば膚／甲を遜っ働／ニスク，尋祭の右1膠に蓼を占‾め   
ビザンティン典礼による聖体礼儀の神学  
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る。あら力め瀾L，頑祭にごク告げ憲「rパン訝きノ働の，好膚〟14。  
「主よ，聖なるパンを裂きたまえ」。  
男顔■をあって二 尋資財きを」碧ノ上ン／二小学ノを♂つの部分に励）つ。ぎヂ妄隊〆ご  
二つの部分／ごて好ぐ 佑j財〆ごgC，屁Aが来るノ。このgC，尾Aの部分を右‘手  
に穿ち，ぎヂデイスブス〆ご屠ぐ。そLr左手にこ揮っそ部分すをカちgC，A甘  
の紛を上た二つ〆ご卵）ろ，JCの拗呼ざカノそj敢伊をデイスブスの上j野〆こ  
A甘の部分を屋▲j野〆ご置ぐ。今度ばまだタメ）カカγいをメ）ワオgC，屈Aの威か  
を」∴「二つ〆ごタメ】ち，gCの部分をデイスブスのア1野仁，屁Aのj軟伊をノ野ど  
ぐ石瀞に置ぐ。こうLて1野つの捌ゞナ字を虜威すること〆ごをる。ガメ1つあい  
ノだ 頑祭ば小声てミ身の冴クを屠ズる  
司祭黙祷：「神の小羊，父の御子は引き裂かれ，分かたれる。裂かれ得る方に  
して，しかし分かたれえぬ方よ，あなたは常に食物として仕え，しかし決して  
尽きることがない。あなたは，そこに与かる者たちを聖化する」  
オブリオンでカリスを超L示Lをがら，彪穿ばj尋祭〆ご葺／ゲ憲  
「主よ，聖なるカリスを満たしたまえ」。  
頑穿ばgC繍漕ぎカカ部分を原ク，こカであっ丁カリスの上〆ごナチを財ク  
つつ，カリスの申〆ご彦とL，ごラガべ名  
「聖霊こそ信の完成」。助祭「アーメン」。  
パン穿きの象 頑穿ばβろの磨をデイスブスの上手紆う。  
虜膚の虔俊√生けるメソの尉「ゼオン呂Lぐばテブロータノガ瀦ぐ15。  
彪賓ば小ノ水着にスっそ温水を尋祭〆ご彦L，ごう述べる  
「主よ，温水を祝したまえ」。  
虚水の窟を冴窟Lつつ頑穿ばニラ述べる  
「あなたの聖なる者たちの香りは祝される。今もいつも，世々とこしえに到る  
まで。アーメン」。  
彪祭緩碧悲ざカカぶどぅ磨7ごナ字を紗クつつ少量の水を蕗きこ こう述べる  
「信の芳香，聖霊の充溢。アーメン」。  
彪穿〆ま彦を元〆こ房L，頑努の拶ろ〆こ立つ。  
彪祭／ま空併存厨のまだ〆ご，祭蓼を願L，必二穿をら右手を虎う。頑穿／ま助祭／ご  
励）っγこう述べる  
「助祭よ，近づくがよい」。   
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励祭ば尋祭の左▲膠に乗こ厨を垂れ 炭Lを′諾う。頑祭ば小芋のgCの部分を  
砕き，その一都を彪穿〆ご与ズる。頑祭の手〆ご：穿珍Lそ象 石▲の手〆ご威せえ碧パ  
ンを拝顔する草原をする。その右‘の手ば左手の上〆ご虜カらカる。そのノ野にこう  
述べる  
「主よ，尊く聖なるわれらの主，神にして救い主なるイエス。キリストの体を  
与えたまえ」。  
彪祭の右手に小片を置きをがら，頑祭ばこぅ述べる  
「この尊く聖にしてまったく浄らかなるわれらの主，神にして救い主，イエス。  
キリストの体が，助祭～に与えられる。罪の赦しのため，永遠なる生命のため  
に」。  
彪祭ば祭蓼の芳彦〆ご退きタ 頑祭ば小ざぐ挿花をLこ ノ紺のズCの一j野を厚ク，  
右▲手の虜勝と勇者L拶で啓ノブ滞ち，こう述べる  
「この尊く聖にしてまったく浄らかなるわれらの主，神にして救い主，イエス。  
キリストの体が，司祭なるわたくし～に与えられる。わが罪の赦しのため，永  
遠なる生命のために」。  
少Lぱ沙ク虜一をア7ズ 頑穿と彪資「二および護詔掛紘伊厳粛の祈クを述べる  
「私は主を信じ，あなたが真に救い主，生ける神の子であることを信じる。あ  
なたは罪びとたちを救うために世に来られ，わたくしはその中で第一の罪びと。  
神の子よ，わたくしをあなたの神秘の宴に与るものとして受け入れたまえ。わ  
たくしはこの神秘をあなたに逆らう敵には口外しない。またユダのようにあな  
たに接吻することもしない。むしろ，あの罪びとのようにあなたに告白する。  
わが主よ，あなたが御国に来られるとき，わたしのことを思い起こしたまえ。  
治め主よ，あなたが御国に来られるとき，わたしのことを思い起こしたまえ。  
聖なる方よ，あなたが御国に来られるとき，わたしのことを思い起こしたまえ。  
わが主よ，あなたの聖なる神秘への与りが，わたしの裁きや断罪に転ずること  
なく，わが霊と肉体の癒しとならんことを。わが主よ，いま私が与るこのもの  
が，あなたの真なるいとも浄らかな肉であり，あなたの真なる生命を与える血  
であるということを，私は信じる。わたしがこれらをふさわしく身に受けるこ  
とができるように，そしてわが罪の赦しまた永遠の生命となるように祈る。アー  
メン」。  
j蚕祭ば彦ぐ調L，身の吉夢とと占／ご呈の併を．倉す   
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司祭黙祷：「わたくし，神の適わしからざる僕，司祭～は，主なるわれらの神，  
そしてわれらの救い主なるイエス。キリストの，尊くいとも聖にしていとも浄  
らかなる御体に与かる。わが罪の赦しと，永遠の生命のため。アーメン」  
虜ぐ刷Lカのち，次のよう〆ご述べつつ杯カ）らj哲顔する。  
「わたくし，神の適わしからざる僕，司祭～は，主なるわれらの神，そしてわ  
れらの救い主なるイエス・キリストの，尊くいとも聖にしていとも浄らかなる  
御血に与かる。わが罪の赦しと，永遠の生命のため。アーメン」（「司祭，助祭  
の拝領」）  
唇とがの虜を身のように述べつつ庭だう  
「見よ，これがわが唇に適い，わが悪は取り除かれ，わが罪は浄められた（イ  
ザヤ6。7）」。  
頑祭をいL劇磨ば甜の方▲〆ごノ好き，声を挙げ憲  
司祭（助祭）「神への畏れと信と愛をもって近づくがよい」  
信徒「主の名によりて来たる者は祝される。われらに現れた主こそ神」。  
頑祭ば曹併を揮っ丁好好の方‘〆ご停き／忍ば呈を虐二どノ以7の祈クを留ズつつタ  
身のよう〆ご述べをがら，与メ】る者そろを冴窟する  
司祭黙祷：「神の適わしからざる僕～は，主なるわれらの神，そしてわれらの  
救い主なるイエス・キリストの，尊くいとも聖にしていとも浄らかなる御体と  
御血に与からせる。罪の赦しと，永遠の生命のため。アーメン。見よ，これが  
あなたの唇に適い，あなたの悪は取り除かれ，あなたの罪は浄められた」（「信  
徒の拝領」）  
頑穿贈併であっ丁存好カちを冴L，声を挙げアニう述べる  
司祭「神よ，あなたの民を救い，あなたが遺されたものを祝福したまえ」（『詩  
篇』ニセ9）  
信徒（「拝領後の歌」）「幾年にも，わが主よ」「われらは真の光を見た。天の聖  
なる霊を受けた。真の信仰を見出した。分かれざる聖三位一体を崇めよう。こ  
れこそわれらを救われた方」（注：この旬は聖霊降臨祭翌日「聖三位一体の祝  
日」朝課の「讃美のステイヒラ」目頭である）  
頑君雄屠の才にノ可き，靡メ）〆こ述べる  
司祭黙祷：「神よ，あなたは天の上にあって讃えられ，あなたの栄光は全地に  
満つ」（詩篇56。6）  
贋ぐ揮花L，杯二およびその忽を手〆ご揮ち，靡メ｝仁述べる   
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司祭「われらの神は祝せられる」  
存霹の才／ごノ砕き，声を挙げ憲  
「永遠の昔より今もいつも世々とこしえに」  
信徒「アーメン」。  
「感謝の歌」：「われらの唇があなたへの讃辞で満ちんことを，あなたの栄光  
を歌わんがために。あなたはわれらが，不死にして生命を与え聖なる天上の神  
秘に与ることを許された。あなたの秘跡により，われらを強めたまえ。この一  
日，あなたの真理を観想することができるように。アレルヤ」。  
一聖木曜日には「神の子よ，わたくしをあなたの神秘の宴に与るものとして受  
け入れたまえ。わたくしはこの神秘を，あなたに逆らう敵には口外しない。ま  
たユダのようにあなたに接吻することもしない。むしろ，あの罪びとのように  
あなたに告白する。わが主よ，あなたが御国に来られるとき，わたしのことを  
思い起こしたまえ。アレルヤ」  
頑祭ば秦厳暑へと曹併をノ房L，ここ㌣倉Lつつ，．身の．遵襟を靡メ）〆ご屠ズる  
「感謝の連祷」：司祭「真なる信徒たちよ，キリストの聖なる，いとも浄らか  
にして不死，天上の生命を与えおそれ多き神秘に与り，ふさわしく主に感謝を  
捧げよう」  
甜ば礫応する  
信徒「主よ，憐れみたまえ」（以下同様） 司祭「神よ，あなたの憐れみによ  
って，われらを守り，救い，憐れみ，強めたまえ」「この日一日の，完全な，  
聖性のうちなる，平安にして罪なき生活を求めつつ，われら自身とお互いを，  
そしてわれらの生命すべてを，われらの神なるキリストに献げよう」信徒「主  
よ，あなたに」  
司祭黙祷：「われらの主なる神よ，われらは，あなたの聖にして答なく，不死  
にして天上的なるあなたの神秘への与かりゆえに感謝を献げる。これはわれら  
の霊と肉のため，聖化と癒しのためにあなたがわれらに与えられたもの。万物  
の治め主よ，あなたのキリストの聖なる肉と血への近づきを通して，われらの  
うちに消え去ることなき信と，見せかけでない愛とを目覚めさせたまえ，智慧  
の完成，われらの霊と肉の癒し，あらゆる悪の追放，あなたの命の完遂，そし  
ていつか来たるあなたのキリストの恐るべき裁きの座の前で，親しく擁護を受  
けられることのために。あなたはわれらの聖性，われらはあなたを讃える，父  
と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」 信徒「アーメン」。   
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え）「閉禦」の部  
頑努まカ比％祭媒j者を挙げ憲（アンボンの祈り）  
司祭「平和のうちに散会しよう」 信徒「主の名によりて」 司祭「主に願お  
う」 信徒「主よ憐れみたまえ」  
頑祭媛王1甲のノ静で声を挙ノズ 彦韻上メナ憲  
司祭「主よあなたは，あなたを祝す者を祝し，あなたにより頼む者を聖化され  
る。あなたの民を救い，あなたの遺産を祝し，あなたの教会の完全性を強めた  
まえ。あなたの家の装いを愛する者たちを，聖化したまえ。彼らを神の力によ  
り讃え，あなたにより頼むわれらを打ち棄てたもうな。あなたの世界，あなた  
の教会，あなたの司祭，真なる信もつわれらの使徒的王～，軍隊，そしてあら  
ゆる民に平和を与えたまえ。すべて善き賜物とすべて完全な贈り物は上より来  
たり，あなたから，真理の父より下る。われらはあなたを讃え，崇め，あなた  
に感謝を捧げる。父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」。  
信徒「アーメン」 「主の名が今よりとこしえに祝されんことを」（×3）  
一聖土曜日には「アーメン」を長く伸ばし，司祭が「主に願おう」と呼びかけ，  
ここからリティア「パンの祝福」（注（3）拙稿78頁）に入り，その後  
「主の名が今よりとこしえに祝されんことを（×3）」と合流する。  
頑穿ば努屠〆ご磨き，靡メ】に次の好クを題韻上げ憲  
司祭黙祷：B「われらはまったき者とされ，それぞれの能力に応じて，われら  
の神キリストよ，あなたの救いの計らいの神秘を執り行い終えた。われらはあ  
なたの死の記憶を保ち，あなたの復活の場面を目にした。われらは不死なるあ  
なたの生命に満たされ，尽きることなきあなたの喜びを抱いた。どうか，来た  
るべき生涯にあっても，われらがすべて，この秘跡に相応しくあれるよう，叶  
えたまえ。初めなきあなたの父，いとも聖にして善き思いをもち，生命を与え  
るあなたの霊の恵みによりて，今もいつも世々とこしえに。アーメン」  
頑祭をいL彪磨「叡智！」  
信徒「ケルビムよりも尊く，セラフィムよりも類いようもなく栄えある方，あ  
なたは神を，御言葉を，陣痛なくお産みになった。真なる神の母よ，われらは  
あなたを誉め歌う」  
司祭「あなたに栄光あれ，キリスト・われらの神よ，われらの希望よ，あなた  
に栄光あれ」  
信徒「栄光は父と子と聖霊に」「今もいつも世々とこしえに。アーメン」「主よ，   
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憐れみたまえ」（×3）「主よ，祝福を与えたまえ」  
閉祭の祝福：司祭B「死者のうちより復活したキリスト，異なるわれらの神よ，  
そのいとも浄らかなる母，聖にして誉れあり万物にまさって讃えられるべき使  
徒たち，聖なる大バジル，カッパドキアのカエサリアの司教，聖にして神の息  
吹を受けたわれらの師父たち，それにすべての聖人たちのとりなしにより，わ  
れらを憐れみ，われらを救いたまえ，あなたは善き方にして人を愛する神なれ  
ば」。  
信徒「アーメン」。  
司祭「主の祝福が，その恵みと人への愛とともにあなた方にあらんことを。今  
もいつも世々とこしえに」  
信徒「アーメン」。   
⊥碧併記虜の摩7後 頑祭ば亡ぼらぐ磨塵にとどまク，靡メ｝〆ご身の冴クを屠ょる  
「主よ，あなたはいま，言葉にしたがって平安のうちにあなたのしもべを務め  
から解いて下さる。わが両の眼は，あなたがすべての民の目の前に遣わされた  
救い主の姿を見た。異邦人の啓蒙のための光として，またあなたの民イスラエ  
ルには栄光を帯びた姿で来られた方を」。  
「聖なる神，聖なる力，聖なる不死の者よ，われらを憐れみたまえ」（×3）  
～「主の祈り」  
一底本としたテキストには，続けて聖バジル典礼固有の唱句（トロパール，コ  
ンターク，神の母讃歌）が記載されている。  
第2章 ビザンティン典礼による聖体礼儀と聖書神学   
1 はじめに   
まず「序」でも一部指摘した点であるが，ビザンティン典礼における「使徒  
信条」の位置に注目してみたい。「使徒信条」は，言葉のレベルに属すもので  
あって秘跡とは一線を画す，という捉え方がありうる一方，これは信徒のみが  
唱えうる事項である，という理解ができる 。ビザンティン典礼はこのうち後者  
の立場を取り，ローマ典礼が前者の立場を取るのと対照的である。こうしてビ  
ザンティン典礼は，信徒。非信徒を区別し，信徒のための秘儀の場を頂点とし  
ながらも，当初より両者の存在を前提とすることによって，世界を包容しうる   
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性格を有している。逆にローマ典礼は，信徒が唱えるべき「使徒信条」（主日  
祝日のみ）が前半部に来てしまうために，そもそもその全体が信徒向けに構成  
されたものである，と考えられるであろう。ビザンティン典礼の旧来の典文で  
は，非信徒に退出を要請するが，これは今日では，非信徒に対し「信条の告白  
を強要しないため」だと理解しうるl（i。西洋世界ならともかく，真に世界に普  
遍的な典礼様式を模索する上では，ビザンティン典礼のほうが柔軟性に富む，  
と考えられよう。   
ローマ典礼は，1962年から65年にかけて行われた第2ヴァテイカン公会議の  
重要課題であった典礼改革の結果，大幅な改変が加えられ，それ以降，旧来の  
ローマ典礼文は事実上姿を消したといえる。この改革の背景には，聖書学の興  
隆と新教諸派への顧慮があり，それまでのローマ典礼が人々の「真の集いの場」  
としては機能しえなくなっていたことが推察される。もっとも，それ以降のロー  
マ典礼教会の展開を見ても，典礼と並んで聖書研究を集いの場とするなどの傾  
向がごく一般に行われていて，この方向はむしろ推奨されていると言えるのか  
もしれない。もっとも，聖書研究は確かに重要ではあるが，典礼に秘められた  
無比の価値，すなわち秘跡的体験は，何物にも代えがたいものであろう。   
この点に関して，ビザンティン典礼は典礼改革を経験することなく，第2ヴ  
ァテイカン公会議では母国語使用が認められたという大きな進展はあったもの  
の17，初代教会以来の形式をほぼそのままの形で現在に継承している。ビザン  
ティン典礼の典文を「集いの場」として取り上げようとする場合，まず，ロー  
マ典礼が顧慮することになった「聖書」の言葉と思想が，どのような形で典文  
のうちに取り込まれているかを考えてみる必要があるだろう。   
ビザンティン典礼の聖体礼儀にあっては，第2部が「求道者礼儀」，第3部  
が「信徒礼儀」と名づけられ，あわせて基本的に前者は「言葉」のレベルでの  
イエスの福音宣教活動を，後者はイエスによる聖体の秘跡の制定を寿ぎ記念す  
る構造になっている。かくして当初よりビザンティン典礼にあっては，聖書の  
「言葉」そのものは秘跡的次元に譲るものと認識されている。もっとも秘跡的  
次元を表現する文面も，結局は聖書の表現を基盤に記されているため，両者は  
交じり合うことになる。   
では，聖バジル典礼の「アナフォラ」部を中心に考察を始めることにしよう。  
ここには長大かつ救済史的な奉献文が見出され，聖バジルによる，人々の「一  
致」を願う熱い想いが顕著である18。このアナフォラ部に「聖体制定旬」と「エ  
ビクレーシス」がともに定められているという点は，かねてよりローマ教会側   
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からの批判の対象となってきた。最後の晩餐におけるイエス自身の言葉によっ  
て，奉献物のパンは聖変化をこうむる。そのパンに対してあらためて聖霊の降  
臨を願うことは不敬に当たるのではないか，というのがこの批判の趣旨である。  
この点をめぐってはすでに「旧稿」で議論を尽くしたので詳細を繰り返すこと  
はせず19，ここではただ筆者の主張の要点のみを再録するに留める。   
①ビザンティン典礼における奉献物は，一旦「聖体制定句」により聖化を受  
けるが，これは「最後の晩餐」のかたどりである。それに対して聖霊の降臨を  
祈願することは，イエスが死。復活。昇天を経たのち，弟子たちの上に聖霊が  
降臨したことを想起させると思われる。②その際，「聖体制定旬」と「エビク  
レーシス」の間に同一のパン＝聖体が現存するため，奉献物は「キリストの復  
活体」たる「使徒共同体」と化す。④「聖体制定旬」と「エビクレーシス」間  
の「アナムネーシス」部には，「神であり父であるあなたの右の座からの，栄  
光を帯びての威厳ある到来を想起」する旨の旬があり，これはエビクレーシス  
における聖霊降臨の祈願が，単に事象としての聖霊降臨を記念するだけでなく，  
終末論的時点における霊の到来を祈願する祈りとなっていることを表してい  
る20 。  
2 『使徒行諒』との関連   
本稿ではこれ以降，聖書の記述との関連でビザンティン典礼の地平を考えて  
ゆきたい21。まず「使徒行録」第2章では，使徒たちへの「聖霊降臨」のさま  
が語られている。そこでは「炎のような舌」のかたちを取った聖霊が，使徒た  
ち各人の上に分かれて降り注ぎ，使徒たちはさまざまな言語の能力を与えられ  
て「異言を語りはじめた」とされる（2。3－4）。これを見て「2．7人々は驚き，  
驚嘆してこう言った。＜ここで語っている者たちは皆，ガリラヤの者たちでは  
ないのか。8どうしてわれわれは各々，われわれが生まれた場所に固有の地方  
語で，それを耳にするのだろう。9パルティア，メディア，エラムの人々もい  
れば，メソポタミア，ユダヤ，カッパドキア，ボントスやアシア，10フリュギ  
アにパンフユリア，エジプトや，キュレネのリピュア地方に住む人々もいる。  
滞在中のローマ人もいれば，11ユダヤ人や改宗者たち，クレタ人やアラビア人  
もいる。彼らがわれわれの言葉で，神の偉大さを語っているのを耳にしようと  
は＞。12そして人々は驚き，当惑して互いに言い合った。＜いったいこれは，  
どういう意味なのだろう？＞13だが他の者は＜彼らは新しい酒に酔っている  
のだ＞と言っていた」。   
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このうち，9～10節の民族名は，東から西に並んでいることが指摘されてい  
る。また，ローマ帝国にとって最大の敵であったパルティアに始まり，13番目  
のローマで終わっていて，途中の「ユダヤ」は後世の書き入れであるとする説  
もあり，そうすれば12の地名は使徒の数，あるいは伝統的なイスラエル。ユダ  
の12部族の数として，これは世界の全体を表すものと捉えられよう。さらに11  
節の「ユダヤ人や改宗者たち」は，9－10節に出るすべての民族に適用される  
ため，この表現はもう一つの分類による「世界」の提示である，とも捉えられ  
よう22。   
ベトロは人々による「使徒酪酎説」を否定し，これが預言者ヨエルによる預  
言の成就であると説く。「（ベトロは言った），2．16これは預言者ヨエルによっ  
て語られたことである。（その預言とは，以下のようなものである。）＜17終わ  
りの日に臨み＞，神は言われる，＜私はわが霊をすべての人に注ぐ，するとあ  
なた方の息子たち，あなた方の娘たちは預言するであろう。あなた方の若者ら  
は幻を日にし，あなた方の長老らは夢のうちに夢見るであろう。18わたしはわ  
が奴隷たち，わが奴隷女たちにも，かの日にはわが霊を注ぐ。すると，彼らは  
預言するであろう＞。19また＜私は上なる天に予兆を与え，下なる地には徴を，  
血，火，そして雲の柱を示そう＞」。   
ここで著者であるルカは，ベトロが「ヨエル書」の3章1節～5節（七○人  
訳の章節による）を引用しつつ説教することで，この聖霊降臨の現象を「ヨエ  
ル書」における＜終わりの日＞をめぐる予言の成就である，とベトロが解釈し  
たことを告げる。それに加えてルカは，聖霊降臨の現場を目撃した人々が，ロー  
マ帝国のあらゆる地方から集った者たちであることを記している。かくして「使  
徒行録」のテキストからは，「聖霊降臨」という現象が「終わりの日」をめぐ  
る預言の成就として起こり，このことは「すべての人々」によって証言された，  
という理解を読み取ることができよう。   
人々はベトロの説教を聞き，心を強く打たれる。「2。37人々は，ベトロおよ  
びその他の使徒たちに言った。＜兄弟たちよ，わたしたちはどうすればよいの  
ですか＞。38そこでベトロは彼らに対し，＜回心し，あなた方各々があなた方  
の罪の赦しのために，キリスト・イエスの名において洗礼を授かるがよい。そ  
うすれば聖霊の賜物を受けるであろう＞」。さらに続く「使徒行録」第3章で  
もベトロは同様の文脈で説教をする。「3。19回心し，あなたがたの罪が拭い去  
られるように立ち返れ。20そうすれば主の御顔からの慰めの時が来て，主は，  
あなたがたのために定められたキリスト，イエスを遣わす。21このイエスは，   
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神が代々にわたり，聖なる預言者たちの口を通して語った＜万物一新  
（apokatas七asispant6n）の時＞まで，天が留めねばならない」。   
この3．21に「アポカタスタシス」という語彙が現れる。これは「普遍的救済」  
「万物刷新」などと訳される神学的概念である。この語彙は，4世紀から6世  
紀さらには後世にかけてのオリゲネス主義の展開の中で，「終末においては悪  
魔も救われる」とする，バイアスのかかったオリゲネス主義の一主張を表すも  
のとなり，これは謬説として，553年の公会議において異端とされ断罪される23。  
しかしこの「使徒行録」の用例では，ベトロがそこまでの文脈でこの語彙を用  
いているとは考えられない。   
このapokatastasis（3。21）と同根語である「復興する」apokathistanein  
という動詞が，遡って「使徒行録」第1章に用いられている。「1．3イエスは弟  
子たちに対し，受難ののち，多くのしるしのうちに自らの生ける姿を示し，四  
○日間にわたって彼らに現れ，神の御国について語った。4そして彼らととも  
に食事をしていたとき，彼らに対し＜エルサレムを離れず，あなた方がわたし  
から聞いた父の教えに留まるように。ヨハネは水で洗礼を授けたが，あなた方  
は遠からず，聖霊のうちに洗礼を授けられることになるだろう＞と言った。6  
集っていた者たちは，イエスに＜主よ，そのとき，イスラエルに王国を復興な  
さるapokathistaneisのですか＞と尋ねた。7するとイエスは彼らに対し，＜  
父が自らの権能において定めた時や時機を知ることは，あなた方にできること  
ではない。8むしろ聖霊があなたがたの上に降るとき，あなたがたは力を得て，  
エルサレムとユダヤおよびサマリアの全土，そして地の果てに到るまで，わた  
しの証人となるだろう＞と言った」。   
イエスは弟子たちの質問に直接答えることはしないが，イスラエルにおける  
王国の復興と，イエスの予言の通り実現した聖霊の降臨とは密接な関係を持つ  
ものと推察される。実際上述のように，聖霊降臨の事象を目撃しその証人とな  
ったのは，ローマ帝国内のすべての領域からエルサレムに上ってきていた人々  
であった（2。7－11）。   
ここでビザンティン典礼文に目を転じよう。クリエソストモス典礼をも含め，  
バジル典礼を初めとしてビザンティン典礼文には聖体制定句とエビクレーシス  
があるために，まず信徒にとっては，聖体制定句において，自らの食す聖体の  
聖性が保証されることになる24。一方非信徒の退出が不必要であるとすれば，  
彼ら非信徒は，聖体制定旬からエビクレーシスまでの経過を，ひとまず「最後  
の晩餐」から「聖霊降臨」までの，歴史的事実の再現として捉えることができ   
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る。さらにこの霊の降臨とは，終末時におけるキリストの再臨に重ねあわされ  
たものであった。かくして典礼中のこの箇所に参与するものは，信徒・非信徒  
を問わず，キリストの受難から聖霊降臨＝終末に至るまでの歴史経過を生きる  
者，となる。つまり式文構造の中に歴史性が確保され，その歴史は現代を通過  
するものであるために，すべての人にとって，そこに「与かる」ことが可能と  
なるのである。   
もとより「最後の晩餐」とは，イエスが自らの弟子たちとのみ行った，閉鎖  
的な空間であった。これに対して聖霊降臨の際には，およそ地上のすべての人々  
がその経過と次第を目撃した，とされている。ビザンティン典礼は，このよう  
な「開放的空間」としての聖霊降臨の次第をも十全に聖体礼儀のうちに取り込  
み，「見る」者を証言者として変容させる構造を蔵しているのである。  
3 『ヨハネ文書』への展開   
ところでビザンティン典礼では，聖バジル典礼に限らず，クリエソストモス  
典礼にあっても，信徒たちとともに公的に行われる「求道者礼儀」「信徒礼儀」  
の前に，司祭の執行による「奉献礼儀」が置かれている。「奉献礼儀」の中で  
は，司祭により「彼の生命は地上から取り去られる」（「使徒行録」8．32－33）  
との旬とともに聖パンが捧げられ，「世の罪を除く神の小羊は，世の生命と救  
いのため，生贅とされる」という「ヨハネ福音書」（1．29）の句が唱えられる。  
その後，聖パンに「槍」で一突きが加えられ「兵士の一人が槍で彼のわき腹を  
開いた」と述べられる。これと同時に，祝福されたぶどう酒，および祝福を受  
けた水が順に聖杯に注がれて「すると直ちにそこから，血と」，「水が流れ出た。  
これを見た者がこのことを証ししており，その証しは真実である」という同福  
音書第19章34－35節の出来事が象られる。  
「ヨハネ福音書」第19章の原文を顧みてみよう。「19。31一方ユダヤ人たちは，  
その日が準備の日であったために，安息日に十字架上に遺骸が残っていないよ  
うにするために－というのもその日は安息日で大祭の日であった一彼らの手足  
を折り，十字架から取り下ろすことをピラトに願い出た。32兵士たちが来て，  
最初の者と，彼とともに十字架刑に処せられていたもう一人の者の手足を折っ  
た。33イエスのところまで来てみると，彼がもう死んでいるのがわかったので，  
その手足は折らなかった。34一人の兵士が槍で彼のわき腹を突き刺すと，ただ  
ちに血と水とが流れ出た。35これを見たものが証言しており，彼の証言は真実  
である。彼は，自らが真実を語るのは，あなた方も信じるようになるためだと   
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いうことを理解している。36これらのことが起こったのは，＜彼の骨は砕かれ  
ることはない＞（出エジプト12。46）という聖書の言葉が成就するためである。  
37また別の箇所で聖書は＜彼らは，自分たちが突き刺した者を見るであろう＞  
（ゼカリヤ12。10）とも述べている」。   
一方「ヨハネ文書」のうちに数えられる「ヨハネによる黙示録」第1章には  
「1。7見よ，彼は雲に乗ってや って来る。すべての眼は，彼を突き刺した者た  
ちも含めて，彼を見る。地のすべての民は，彼のゆえに嘆く」という一節があ  
り，十字架上のイエスが「突き刺す」という行為を受けたという認識が受け継  
がれている。「黙示録」中のこの一節は，前半は「ダニエル書」7．13，後半は  
「ゼカリヤ書」12．10に基づき，イエスが王としてまたメシアとして，栄光に  
包まれて再臨することを宣言したものであるZ5。一方「ヨハネ福音書」19。37  
は，上掲のようにやはりゼカリヤ書のこの箇所，＜すべての眼は，彼を突き刺  
した者たちも含めて，彼を見るであろう＞に基づいているが，これは「終末に  
おける神の民の回心と神の恵みについて歌ったものである」とされる26。   
次に「ゼカリヤ書」第12章には「10わたしはダビデの家とエルサレムに住む  
人々の上に恵みと憐れみの霊を注ぐ。彼らは，彼ら自身が突き刺したものであ  
る私に眼を注ぐ」とある。このような「神が終末時にその霊を注ぐ」場合とし  
ては，他にヨエル3．1が挙げられよう。そしてこの「ヨエル書」第3章は，上  
掲したように「使徒行録」のベトロによる説教において，聖霊の降臨が終末時  
の予言の成就として捉えられていることを示す論拠として引かれる箇所なので  
ある。   
このような形で「奉献礼儀」には，ヨハネが記録する「十字架上での，イエ  
スの脇腹からの血と水の流出」という奇跡が取り込まれている。「最後の晩餐」  
ではパンとぶどう酒を「わが体」「わが血」としたキリストであり，信徒礼儀  
ではこれが「聖体制定旬」として繰り返されるのであるが，奉献礼儀では，ヨ  
ハネ福音書における「血と水の流出」という現象が再現され，これが聖体の準  
備へと取り込まれている。そして，聖体としてのぶどう酒の準備に際しては，  
伝統的に，一滴のみ注がれる水が彼の人性を表し，一方ぶどう酒はキリストの  
神性を表すもの，と解される。   
これまでの考察をまとめると，ビザンティン典礼では，（∋奉献礼儀で「ヨハ  
ネ福音書」に基づいて準備されたキリストの体＝聖体が，（む聖体制定旬によっ  
て最後の晩餐の時点に現在化され，さらに（彰エビクレーシスにより聖霊降臨へ  
と移行してキリストの復活体＝使徒共同体へと変容するとともに，④これは終   
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末の象りとなる，というプロセスが辿られている。十字架上のキリストのわき  
腹から血と水がほとばしることは，教父たちによれば，キリストと同一実体な  
る生ける聖霊の発出，すなわち秘跡の制定を表すものと理解されている。する  
と，奉献礼儀においていち早くこの理解に基づいて聖体が準備されることは，  
生命体としての十字架上のキリストが，最後の晩餐を主宰し，その同一実体が  
使徒共同体へと受け継がれる，という第3部の地平を準備するものとなる。つ  
まりビザンティン典礼とは，すでに開祭の時点において，「最後の晩餐」を再  
現記憶して「キリストの死と復活を想い起こし語り継ぐ」というだけのもので  
はない，ということが明らかとなろう。むしろそこには，使徒共同体としてキ  
リストの体を受け継いだ共同体が，実は現在も十字架上にあって「槍で刺し貫  
かれ」「血と水とをほとばしらせる」生きた実体である，ということを証しす  
る構造が秘められているのであるZ7。   
上に引いた「ヨハネ福音書」の第19章は，「証し」「真実」「信じる」といっ  
た表現をめぐり，いささか繰り返しが多くぎこちない表現になっているように  
思われる。だがここには，自らを「絶えざる苦難」（＝突き刺し）に身を晒し  
つつ，なお「証し」のために「霊の注ぎ」を繰り返す共同体として措定する構  
造を見出すことができる。こうして，奉献礼儀においてすでに「聖パン」がキ  
リストの体として奉献され，キリストの復活体として措定されることにより，  
言葉を通しての「宣教の時期」に同定される第2部「求道者礼儀」は，「聖書」  
の言葉が現在に生きるべく賦括化される道として拓かれていると言えるだろ  
う。   
ところで「槍でパンを刺す」という，元来一兵士によるものであった行為が，  
奉献礼儀では司祭によって再現されていることが疑問点として残るかもしれな  
い。まず前提としておかねばならないのは，かの一兵士による辱めは，19章33  
節の記述からも理解されるように，殺我行為そのものではなく，遺骸への凌辱  
行為であったという点である。もっともこの兵士による辱めの行為は，結果的  
にキリストからの霊の注ぎを証しする行為として意義づけられる。さらにこの  
兵士による一行為が，むしろその証し性のゆえにかけがえのないものであった  
と理解されていることは，これが司祭によって象られているという点からもわ  
かる。かくして一兵士による凌辱行為は，共同体における証しの行為として取  
り込まれ，十全に止揚される。この意味でビザンティン典礼は，人類のすべて  
を共同体として包括する構造を，その内部に取り込んだ普遍救済論（アポカタ  
スタシス）的地平に立つものだと言えよう28。この「普遍救済論」がビザンテ   
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イン典礼の基礎的霊性をなしていることに関しては，すでに前節で「使徒行録」  
に沿って確認したところと合致する。   
ギリシア・カトリック教会では，しばしばイコノスタシスが取り払われ，連  
祷の際に不可欠な聖母子のイコンと「教師キリスト」のイコンとが，祭壇のそ  
れぞれ左右に立つだけの至聖所前景を見かけることがある。この構造は，至聖  
所の左角に置かれた奉献台での「奉献礼儀」が公開されることで，会衆一般に  
とって，先の「霊の注ぎ」を「見る」ことができるという結果を招く2～）。聖体  
に与かることができるのは信徒に限られるものの，第3部「信徒礼儀」より非  
信徒を排除しないという新しい方針は，エビクレーシスすなわち聖霊降臨を「見  
る」ことができる者を一般レベルへと増し，もとより奉献礼儀すなわち共同体  
による赦しの表現を「見る」ことができる者をも増すという結果をもたらすこ  
とになる30。  
4 『ヨ′＼ネ福音書』における聖体論との関連   
再び「ヨハネ福音書」に戻ろう。「ヨハネ福音書」には，最後の晩餐に関す  
る記事が見当たらず，代わってイエスが，受難の前日である木曜日に，自ら弟  
子たちの足を洗い，仕え合いの精神を伝えたということが記録される。聖体に  
関しては，同福音書第6章にその記述がある。ではそこに認められる「ヨハネ  
福音書」の聖体論と，本稿でこれまでに得られた方向性とは一致するだろうか。   
「ヨハネ福音書」第6章を見てみよう。「6。53人の子の肉を食べ，その血を  
飲まなければ，あなた方は自らのうちに生命を持たない。54わたしの肉を食べ，  
わたしの血を飲む者は，永遠の生命を持ち，わたしはその人を終わりの日に復  
活させる。55わたしの肉は真の食物であり，わたしの血は真の飲み物だからで  
ある。56わたしの肉を食べ，わたしの血を飲む者は，わたしのうちに留まり，  
わたしもその人のうちに留まる」。   
上に引いた一節で注目されるのは「わたしの肉を食べ，わたしの血を飲む者」  
が「終わりの日に復活」する，という主張である。その者は「永遠の生命を得  
る」とも述べられている。これは「ヨハネ福音書」における聖体論と終末論の  
接点として位置づけられるであろう。本稿では，ビザンティン典礼にあって，  
奉献礼儀において聖化された奉献物としてのパンが，すでに使徒継承の共同体  
を体現するものとなっていることを指摘した。ビザンティン典礼は，この聖体  
に与かる者を共同体の構成員と規定し，かつその奉献礼儀をも公開することで，  
一般の人々がそれを「見る」ことにより，そこに「与かる」よう招くという方   
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向性を有する。さらに前節で見たように，元来一兵士による凌辱の行為であっ  
た「槍の一刺し」は，証しの行為として止揚され，共同体の中に取り込まれて  
いた。復活の生命を宿す真の共同体に対し，これをまず「見る」立場でその外  
に立つ者が，その共同体の内部へと取り込まれてゆくプロセスは，「使徒行録」  
でも確認しえた「救い」のプロセスであった。この「救い」の継続性。拓けは，  
歴史の展開を引き起こす原動力であるとも理解できよう。   
かくして「終わりの日」とは，茫然と予期される「世の終わり」ではなく，  
一面では聖霊降臨の時点ですでに到来しているものであり，同時に現在展開中  
の歴史の果てに設定されるべき終結点。目標点なのである。「わたしの肉を食  
べ，わたしの血を飲む者」が「永遠の生命を得る」という表現は，その人がキ  
リストと同じ立場に立ちうるものと解する以外には，理解が困難であろう。ビ  
ザンティン典礼ではこの面に関して，イエスによる「わたしの体」として規定  
された聖体が，聖霊の降臨を受ける使徒共同体と同一であり，かつその聖体と  
は，外界からの辱めをも十全に止揚して「救い」の歴史を刻んでゆく生命体と  
して提示されるものなのである。この点は「イエスの脇腹からほとばしる血と  
水」に即して，前節で確認しえた点であった。このことは，同福音書の次章す  
なわち第7章でも次のように述べられている。「7．37祭りの終わりの重要な日  
にイエスは立ち，叫んで言った。＜乾くものは誰であれ，わたしの許に来て飲  
むがよい。38わたしを信じる者は，聖書に記されているとおり「そのはらわた  
からは，生ける水が流れ出る」（イザヤ58。11）＞。39これは，イエスを信じる  
者たちが受けることになる霊について述べたものである。イエスはまだ栄光を  
受けていなかったため，まだ霊が存在していなかったのである」。   
上に引いた一節は，ビザンティン典礼では聖霊降臨の日に朗読される箇所で  
ある31。ビザンティン典礼のうち，復活祭から聖霊降臨までの五○日間は，年  
間のうちでも最高度に重要な期間であり，この間の祭日は，ほぼ「ヨハネ福音  
書」の登場人物を名にした祝日が続く。その次第は「トマスの主日」（第20章  
24－29節；第2週），「抽を携える女性の主日」（朗読は共観福音書から，ヨハ  
ネでは第20章；第3週），「生まれつき足の不自由な人の癒しの主日」（第5章，  
第4週），「サマリアの女性の主日」（第4章，第5週），「盲目に生まれついた  
男性の癒しの主日」（第9章，第6週）となる。また第7週は「第一ニケア公  
会議の師父たちの記念の主日」であるが，聖書朗読箇所としては「ヨハネ福音  
書」から「イエスの司祭的祈り」とされる第17章が取り上げられる。そして第  
8週の「聖霊降臨の主日」には，朗読箇所として，上掲の「ヨハネ福音書」第   
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7章32－52節および第8章12節が選ばれるのである。   
そもそも聖霊降臨祭は，ユダヤ教の七週祭〔五旬祭。刈入祭；「シヤプオッ  
ト」〕を継承したものであり，七週祭はスイバンの月（第3月，今の5－6月）  
の6日目に祝われる（「出エジプト記」23．16；34．22；「レビ記」23。15－21；  
「民数記」28。26－31；「申命記」16。9－12参照）。この祭では，小麦粉に種を  
入れて焼いた常用食のパンが奉献され32，モーセがシナイ山上で神から律法を  
授かったことを記念し，共同体の成立が祝される。これが「聖霊降臨祭」とし  
てキリスト教初代教会に継承された。ビザンティン典礼は，年間の主日を一貫  
して「聖霊降臨後第×主日」という形で計目するが，これは，共同体が聖なる  
パンを構成する生命体として持続することを如実に表現したものであるという  
見方もできるであろう。  
結。ビザンティン典礼による聖体礼儀が伝えるもの  
「ヨハネ福音書」は，復活後のイエスの視点から記されたとされる。そして  
復活の寿ぎを基調とする聖体礼儀には，朗読箇所としても同福音書が相応しい  
と言えよう。ビザンティン典礼では，復活祭から聖霊降臨祭までの期間中，週  
日の聖体礼儀において「ヨハネ福音書」が順次朗読され，全編に及ぶ。本稿で  
扱った聖バジル典礼は受難節中に執り行われるものでもあるが，本稿ではあく  
まで「聖体礼儀」を復活の寿ぎの基本構造と捉え，そのテキストとして，歴史  
性の濃いバジル典礼を参照してきた。おそらくはバジル典礼の長大さが，特に  
信徒側からすれば「受難節中における復活の寿ぎ」に適わしいと判断されたも  
のと推測されよう。   
本稿で確認しえたように，ビザンティン典礼は，世からの辱めに絶えず身を  
晒しながらも，その行為を共同体内部のものへと浄化／止揚してゆく構造を内  
包している。このことは，信徒により拝受される聖体の聖性を保持しつつ，そ  
の外に置かれる存在を常に「証言者」として救いの歴史に巻き込み，共同体に  
取り込んでゆく「二段階のダイナミズム」として総括することができるであろ  
う。   
ビザンティン典礼は，その暦の構造をも含めて「ヨハネ的霊性」に基づいた  
ものであるということがしばしば指摘される。暦日構造に関して言えば，ロー  
マ典礼が復活祭と降誕祭の二極構造で構成されているのに対し，ビザンティン  
典礼は復活祭を一極とする構造であって，通常の年間期は「聖霊降臨後第×主   
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日」として規定される。これは言うまでもなく，キリストの復活とそれに伴う  
使徒共同体への聖霊降臨までの期間を特別期とし，遡っては受難節を規定しつ  
つ，それ以外の時期は聖霊降臨後の時期として意識されていることの表れであ  
る。   
本稿では，このようなビザンティン典礼の「ヨハネ的霊性」を，聖体礼儀の  
テキストに沿って順に確認するという経過を辿ってきた。ビザンティン典礼で  
は，「信徒礼儀」中の「聖体制定句」から「エビクレーシス」までの間に，キ  
リストの受難。死。復活から終末における再臨までを取り込む構造をまず有し  
ていた。と同時に使徒共同体＝聖体とは，そもそも「奉献礼儀」において，万  
人が「見る」ことにより証人として与かり得る「ヨハネ福音書」の「血と水と  
のほとばしり」の記事に基づいた奉献行為にのっとって形成されたものであっ  
た。この「脇腹への一刺し」という凌辱行為さえも，共同体の一行為として取  
り込まれる普遍的救済論がそこには認められた。   
こうして「普遍的救済論」を秘めたビザンティン典礼は，その中心に真の十  
字架を抱くことで，普遍的集いのためのテキストとして十分にその有効性を発  
揮するものと考えられる。この十字架とは「言葉」のレベルを賦活化するもの  
であり，かつ，生者と物故者とをあわせ記憶する共同体の中央に位置するもの  
であった。過去。現在における文化的実りの研究に携わる人文諸科学にあって，  
その成果が十全に生命性を宿したものとなるために，このような形でその中央  
に十字架を抱くことは一つの積極的な姿勢となりうる。このような様々なレベ  
ルでのダイナミズムを秘めたビザンティン典礼の聖体礼儀テキストこそ，人類  
の普遍的な救済を祈念しかつそれを先取りして示す典礼構造として，地域差を  
越えて提示されるべき第一の礎だと考えたい。  
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